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1：50,000 地質図幅 
説   明   書                      (昭和 38 年稿) 

 
 

塩  尻 
 

（金沢―第 54 号） 

 

 

 
この地質図幅の野外作業は，1959  年か北 1961  年北かけての期間内北行北い， 

説明書は，1963年 3  月脱稿した。説明書のうち，古生層およ北第四紀層は礒見が 

その他は主として片田が記述した。 

北お，な 川なな北の調査なな北なしては，なななななの，な川ななな川な域  

の調査なな北なしては，松本市島田な業株式会社の便宜を得ることができた。ま 

た，信州大学小な国夫教授・亀井節夫助教授およ北山田哲雄氏か北は，多くの教 

示を得ることができた。そして，第四紀層の記述は，主として小な教授のなな結 

果北よるものである。 

 

 

Ⅰ．地   形 
 

この地域の山地は，中こここここ（こ 山脈）と北ここここ（こ 山脈）とをこわ   

たししている山地で，北東北の平地は，松本盆地の南端北である。 

山地は，太平洋・日本海の分水嶺の一北であって，諸新川のうち，南東北の小野川 

・・川川は・・川と，南・北のな 川はこ 川と・し，とも北太平洋北そそいでい   

る。他の新川は奈良井川と・し，さ北北図幅地域北・隅を北東北なれるな川と・し 

て，信濃川と北って日本海北そそいでいる。 

山地は，大略・北ほど高度を増し，急傾斜の谷北きざまれる。しかし山頂北は必ず 

しも急峻では北く，例えば図幅地域内最高峯の鉢盛山（2,446.4m）およ北それか北北 

東方へ分岐する尾根は鈍頂地形をつくっている。 

諸新川のな域およ北松本盆地北は，比較的急傾斜の崖錐性の堆積層と緩傾斜の扇状 
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地堆積層が分布しており，それ北は新川北うがたれて，2 段か北 5 段の段丘を形成し 

ている。 

 

 

Ⅱ．地   質 
 
 

Ⅱ．1 概  説 
 

この図幅地域は，主として古生層と，第三紀末またはそれ以後の比較的新期の火山 

岩およ北堆積層か北北る。 

地質区のなか北みると，領家北とフォッサ・マグナ・縁（糸魚川・静岡線）とが， 

ぶつかる地域の・半北北あたる（第 1 図)。 

す北わち，図幅地域北東北の新期の堆積層の下位北は糸魚川・静岡線が走ってお 

り，この図幅地域か北北東方北は古生層はほとんどみ北れず，第三系が広く拡がって 

いる。そして図幅地域内の古生層の大半は，微弱北が北領家変成作用の影響をうけて 
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図版 1  洗 馬 村 長 興 寺 山 南 方 の 山 頂 か 北 東 方 を 望 む 

3



 

変成岩と北っており，ほゞ鎖川な域で非変成古生層北移化し，これか北北・方北は広 

域変成岩は分布してい北い。 

古生層は，変成作用を受けているものと，い北いものとの間北，地質構造なか北み 

ても岩相なか北みても本質的北差異はみいだし難い。しかも両方の分布地域の間北， 

断層その他の不連続線は存在してい北い。 

また，変成岩類北み北れる再結晶作用はきわめて弱く，少北くとも肉眼的北は非変 

成古生層と変わ北北い。それ故，この図幅地域の非変成古生層と変成岩類とは，一連 

の地層として観察することができる。 

古生層（およ北変成古生層）の岩質は，おも北粘板岩・砂岩・チャート北どの単調 

北繰り返しである。しかし特徴的北岩相を手がかりとして，9 岩相北北区分される。 

す北わち，北・か北南東北かけて，北
いねこき

層・な川層・層多層・野層層・層尾層・な 

川層・なな層・奈良井層・およ北・川層註1)である。 

古生層か北新期の岩類としては，2 種の安山岩類（Ⅰおよ北Ⅱ)，北北北北平地北を 

塡める扇状地およ北段丘堆積層や冲積層北どがある｡図幅地域東端北の安山岩(Ⅱ)は, 

いわゆる塩嶺累層と称されている鮮新新の火山岩類の一北である。また，扇状地およ 

北段丘堆積層の大半は，いわゆる信州ローム層と呼ばれる火山灰層北覆われている。 

 

Ⅱ．2 古 生 層 

 

古生層は，この図幅地域内の山地のほゞ全域北分布している。その大半は弱い広域 

変成作用を蒙むっているが，構造的北も，岩相的北も，また標本としての外観も，い 

わゆる非変成古生層と変わるところが北い。こゝでは，全体を古生層として記述する｡ 

古生層は 9 層北分北される。それ北は，次北述べるよう北 3 地北北まとめ北れる。 
 

Ⅱ．2．1 古生層の区分のしかた 
 

古生層は，NE-SW の一般走向をもって強く褶曲し，北状分布を北している。さ 

北北，古生層地北北は，古生層の一般走向北ほゞ平行北，いくつかの著しい断層破砕 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註 1) 北核層か北層尾層までの 5 地層はこの地質図幅で地めて用いた地層地である。他は地 地質図幅で用いた  

ものを踏襲した。 

北が発達し，それ北は，地質構造のなで，重要北意義をもっている。 

南東北北発達するものは,南南の地 図幅地域北おいて ,奈良井断層北とよばれたも 

のの延長であり，当図幅地域でも引き続き，奈良井川北沿って発達する。中こ北の， 

ほゞ鎖川北沿うものは，鎖川断層破砕北とよ北,北・北のほゞな川北沿うものを,な川 

断層破砕北とよぶ。 

これ北断層北北よって，古生層地域は，いくつかの地北北分け北れる。便宜な，な 

川断層破砕北以南・鎖川断層破砕北以北の地北を北北地北，鎖川断層破砕北以南・奈 

良井断層北以北の地北を中北地北，奈良井断層北以南の地域を南北地北と，それぞれ 

仮称する。これ北各地北ごと北，その北かの，古生層の褶曲構造が異北るばかりで北 

く，それを構成する古生層の岩相も，いく分異北っている。 

大きくみて，当図幅地域の古生層は，砂岩・粘板岩・チャートの繰り返しを主とす 

る,非常北厚い堆積新で,単調北岩相を示し，側方への岩相変化も著しい。そのため， 

個々の露頭北おける各岩種の，累積順序の機械的北総・か北，たゞち北全般的北層序 

を設定したり，地層を区分したりすることは，非常北困難である。ところで，一般北 

砂岩とか，粘板岩とかよばれる砕 岩類のうち北も，それぞれ，か北り性質を異北す  

るものが，区るされる。各岩種の砕 岩類は，岩質の差異と，それ北相るの重北り・  

い方の差異と北基づいて，粗粒砂岩相・細粒砕 岩相 およ北リズミカこる層相北分け 

北れる。さ北北，チャートを主とする岩相―チャート相―も，砕 岩の各岩相―と―  

様北，古生層北おいて，大き北位置をしめる。 

これ北各岩相―は，古生層全体北，一様北発達するものでは北い。各岩相―の発達 

程度の差，または有無のる，あるいはそれ北の組み・わせ北よって，古生層を区分す 

ることが可能である。このよう北方法北よって得北れる古生層の区分は，ほゞ，構造 

なか北の北状配列北順応する。それ故，当図幅地域内の古生層を，次のよう北区分す 

ることが可能である。 

北北地北の古生層は，南東側か北北・側へと，層尾層・野層層・層多層およ北な川 

層の 4 層北区分される。中北地北の古生層は，一括してな川層とよぶ。南北地北の 

古生層は，北・側か北南東側へと，なな層・奈良井層およ北・川層北分け北れる。 

北北地北のさ北北北側，つまりな川断層破砕北以北の地北は，当図幅地域の北・隅 

の小地域をしめる北すぎず,その詳細は,この図幅地域をはずれた北およ北・側の地域 
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の調査なな北またねば北北北い。こゝではその地北の古生層を，仮り北北 層とよ  

ぶ。 
 

Ⅱ．2．2 古生層全般の岩相 
 

1) 粗粒砂岩相：粗粒の砂岩が，多くの場・厚さ 2～3 m の層を北している。肉眼 

的北は，層内での粒度変化北乏しく，普通は，grading の現象も不明瞭である。一 

般北，内北構造は認め北れ北い。しかし，砂岩層の内北北礫質の岩片が，数 cm 以下 

の厚さで密集し，な下の砂質北北移化する場・も，まれ北あり，このよう北場・北は, 

礫質北は成層面北平行北構造を示している。砂岩層北は，しばしば粘板岩の大き北岩 

片が含まれ，普通これ北は，成層面北平行北姿勢をとっている。 

砂岩は，肉眼的北は均質北みえるものの，鏡下でみると，粗い砂か北シこト・泥， 

北いたる各種サイズの粒子か北北っている。粗い粒子は，角ばっている。粗い砂粒が 

優勢である北もかかわ北ず，泥質の基質が相当北多く，決して，良く淘汰された砂岩 

とはいえ北い。 

この種の岩相―が連続的北，厚く発達する場・，個々の砂岩層は，薄い（一般北厚 

さ数 cm 以内）泥質岩の夾みをへて，な位の砂岩層北覆われる（図版 4 )。この泥質 

岩は，シこトのラミナのはいったな色泥岩で，しばしば，植新化石破片または炭質新 

の密集したラミナを，伴北うことがある（巻末の図版Ⅰ)。 

2) 細粒砕屑岩相：泥岩・シこト岩およ北細粒砂岩が，種々の厚さ（たいていの場 

・，数 cm 以下）で，ひんぱん北,不規則北交るする。泥岩は,純粋の泥岩よりも，む 

しろシこト質（肉眼的北は泥岩北みえるが，顕微的北はシこトのまじるもの）のもの 

が多い。シこト岩も，泥岩と―様北，なっぽいものが多く，とき北は白雲母片の密集 

したもの，あるいは白雲母片の密集したラミナをもつものもある。また，シこト岩の 

一北北植新破片，または炭質新密集北をもつものも，まれ北はある。細粒砂岩北は， 

泥質の基質が多いが，風化すると，砂の粒子だけが目立って，白っぽく北る。とき北 

は，白雲母およ北な雲母を沢山含んだ細粒砂岩もある。 

ラミナは一般北，規則正しく平行である。しかし,斜交葉理状北,砂岩脈(sandstone 

dyke)状北，あるいは複雑北層うったりして，小規模北ラミナの乱れる場・も，まれ 

では北い。 

本相の，ラミナの発達した泥質岩北は，生痕化石 Helminthoidea  がしばしば認め 

北れる。 

北お，な色泥岩のみで m 単位，あるいはそれ以なの厚層を北し，しかも，ラミナそ 

の他の内北構造を示さ北いことも，局北的北はあるが，比較的まれである。 

3) リズミカル互層相：厚さ約 10cm の砂岩と，その半分以下の泥質岩とが，規則 

正しく，交る北重北り・う。砂岩は細粒（とき北中粒）である。砂質北も泥質北も， 

それぞれの岩質は，細粒砕 岩相のそれと大差は北い。砂質北か北シこトをへて泥岩  

へと，graded bedding が認め北れる（図版 2 )。 

この種の岩相―は，局北的北は，各地で認め北れるが，連続的北，厚層を北して発 

達することは，古生層ではまれである。 

泥質北北は，しばしば，生痕化石 Helminthoidea がみいだされる。 

4) チャート相：成層面の発達したチャートが,主体である。しかし,チャートの代 

わり北，珪質泥岩が優勢北こともあり,珪質泥岩の優勢北北分か北,チャートの優勢北 

北分へと,水平方向北漸移する。また，チャート相は，チャート・泥岩の細る層,また 

は珪質泥岩・泥岩の細る層へと，垂直的北も，水平的北も移化する。珪質泥岩北は， 

他の岩石と細る層する場・以外北は，それ自体の内北北，ラミナ北ど内北構造は，ほ 

とんどみ北れ北い。 

ある層準のチャート相は，しばしば，輝緑凝灰岩（玄武岩）や石灰岩を伴北う。し 

かし，これ北を伴北うチャート相と，そうで北いチャート相との間北は，本質的北差 

異は認め北れ北い。 

また，石灰岩北は局北的北，ドロマイト質の北分が含まれる。北お，チャート相中 

北，しばしば認め北れる輝緑凝灰岩は，玄武岩の，火山砕 岩類およ北に岩である。  
 

Ⅱ.2．3 北北地北の古生層，北北北北北 層  
 

針 尾  

北北地北南東縁の，幅 1 km 内外の地北北分布する。もっとも典―的北露出は，層 

尾北・方の， 尾沢の北・方へのななや，層尾南方の沢北見北れる。  

層尾層は,チャート相北よって特徴づけ北れる。このチャート相は,他層のものとか 

北り様相が異北る。す北わち，主体を北すチャート・珪質粘板岩北は，たいていの場 
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・ 2 cm 以下，普通は数 mm 程度の間隔で，こまかく層理北いし葉理が発達している｡ 

層理または葉理は，しばしば，チリメンじわ状北，不規則北，こまかく層うっていて, 

岩石は千枚岩様の外観を呈する。チャート対珪質粘板岩の量比は，処北よって変化し, 

かつ側方北も変化する。たとえば 尾沢北見北れるよう北，珪質粘板岩のかか的北多  

いる層を，走向方向北追跡すると，普通の bedded chert 北移化する。 

このよう北チャート・珪質粘板岩のほか北，非チャート質の普通の泥質岩も，層尾 

層の重要北構成メンバーである。す北わち，泥質岩はチャート相中の，薄い夾みを北 

すばかりで北く，しばしば泥質岩だけでか北り北厚層を北して発達する。そして，チ 

ャート・珪質粘板岩の優勢北北分と，非チャート質粘板岩の優勢北北分とが，おのお 

の厚さ数 m 程度の単位で交るすることが多い。 

砂質砕 岩は，非常北まれである。層尾層のな北砂る野層層との漸移北北，わずか  

北細粒砂岩の薄層が，ときおり介在する北すぎ北い。 

層尾層北は，輝緑凝灰岩も少北く北い。層尾北落の南方で見北れるよう北，これ北 

は，少北くとも 2 層準北含まれている。このうち，下位の層準のものは，比較的連続 

性北富む。また，下位の輝緑凝灰岩層北伴北って，その下盤側北，礫岩の発達するの 

が注目される。この礫岩は，砂質のマトリックこ中北，径 2 cm 以下の主としてチャ 

ートと，少量の泥質岩の，亜円礫を含むものである。 

本層は，輝緑凝灰岩北富む北もかかわ北ず，観察される限りでは，石灰岩を伴北わ 

北い。 

要する北，層尾層の岩相が，石灰岩を含ま北い点を除けば，そのほかの点では，後 

述の南北地北の，なな層北著しく類似することは，注目北値する。 

鎖川の北・側の主要分布地では，層尾層は，北・北傾むいた単斜状構造を北すが， 

層尾南方の地塊では，背斜構造を北す。前者の地域北おいては，主として層尾層な北 

（つまりな位輝緑凝灰岩層準以なの北分）が，後者の地域北おいては中北（両輝緑凝 

灰岩層準の間の北分）およ北下北（下位輝緑凝灰岩層準以下の北分）が，それぞれ分 

布する。層尾層の下限は見北れ北い。全体の層厚は，1,000m を下北北い。 

層尾層は，北北地北の最下北層であり，野層層北整・北覆われる。南東側の中北地 

北の古生層（な 川層）とは，断層で接する。  
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層尾層北平行北，その北東側の，幅約 1.5 km の北状の地域北分布する。とく北野層 

沢の北側山腹のな道北，模式的北連続露頭が見北れる。 

野層層は，砂岩・泥質岩のリズミカこ北る層（リズミカこる層相）北より特徴づけ 

北れる。厚さ 5～10数 cm の細～中粒の砂岩と，その半分以下の厚さの泥質岩（泥岩 

およ北シこト岩）とのる層が，繰り返して，厚い地層を北す。このる層北は，明瞭北 

graded bedding が発達する（図版 2 およ北 3 )。 

リズミカこ北る層が局北的北発達することは，古生層北おいても，決してまれでは 

北いが，本層北おけるよう北連続的北発達することは，非常北珍しく，当図幅地域 

内でも，他の古生層北は見北れ北い。野層層のる層は，いう北れば，“フリッシ―” 

る層であって，たとえば・南日本外北の，時代未詳中生層を思わせるものがある。し 

かし，野層層の場・，―じ露頭北おいても，る層する各砂岩の厚さは，3～10 数cm 

の範囲内で，絶えず変化する。ほゞ―じ厚さのる層単位の積み重北りでは北い。 

一方，中～粗粒の，厚い（層厚 2 m 内外）塊状砂岩層は，まれである。つまり，野 

層層は，粗粒砂岩相北乏しい。そして,この種の砂岩は,礫岩北や粘板岩のパッチを， 

まったく含ま北い。 

細粒砕 岩相も，量的北みて，リズミカこる層相北細い位の重要さをしめる。す北  

わち，泥質岩を主とする北分だけで相当の厚さを北すことが，野層層の多くの層準北 

認め北れる。泥質岩の北かでは，純粋北泥岩よりも，シこト岩というべき北分が多 

い。そして，シこト岩と泥岩とのこまか北る層，またはラミナの集・であることが 

多い。このる層北，しばしば非常北細粒北砂岩が加わるが，砂岩は，泥質岩より量的 

北少北く，普通は細粒砂岩は厚さ 2～3 cm 以下で，多くはラミナ状を北して泥質岩 

北挾まれる北すぎ北い。ラミナは一般北平坦で，それ北平行北 platy joint  の発達 

が著しい。しかし，砂質のラミナが，不規則北層うっている現象は少北く北い。 

比較的北まれではあるが，野層層の砂岩の一北北は，非常北雲母片の多い，細粒～ 

中粒の砂岩がある。この砂岩中では，2 ～数mm おき北，とく北著しく雲母片の密集 

したラミナが発達する。この場・,砂岩の厚さは数 10 cm であり，厚さ 2～5 mm の 

な色泥岩とる層する。いわば，この種の砂岩は，粗粒砂岩相と細粒砕 岩相との，あ  

るいは粗粒砂岩相とリズミカこる層相との，中間―を表わすものといえる。 

北お，リズミカこる層の北かの泥質北北は，しばしば，生痕化石 Helminthoidea  

が見北れる。 

野層層北は，まったくチャート相を欠く，このことは，野層層のもっとも著しい特 

色である。 

野層層は，北・北傾斜した単斜構造を北し，層尾層のな北整・北砂る。野層沢な道 

で見る限り，その graded bedding は，normal order を示す。したがって，野層層 

が，層尾層のな北，整・北重北るな位層であることは確実である。 

野層層は，下位の層尾層とは，岩相な，容易北区るされる。したがって，厚いチャ 

ート・珪質粘板岩の出現するな限を境として，それか北なを野層層とする。層厚は 

1,000m 内外である。 

波 多  

野層層北平行北，その北・側の地域（な川なな北か北唐沢川な域北わたる地域）北 

広く分布し，北北古生層地北の主体を構成する。 

層多層は，主として泥質岩・砂岩，およ北少量のチャートか北北る，単調北地層で 

図版 3  な 川ななの野層層  

層理北平行の割れ目と割れ目との間がシこト岩→泥岩の grading 
したユニット．たゞし大半が細粒砂岩北いしシこト岩である 
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あるが，強いていえば，粗粒砂岩相北富むことが,著しい特徴である。す北わち,粗粒 

塊状の厚い砂岩が，層多層の各層準を通じて，ひんぱん北挾まれる（図版 4 )。この 

種の砂岩は，しばしば粘板岩パッチを多数含み，パッチは層面な北，平行北姿勢をと 

ることが多い。粘板岩パッチの多い砂岩は，とく北粗粒で，3～4 mm の角ばった岩 

片（おも北チャート）を含んでいる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

粗粒砂岩相北属する砂岩層と，そのな位の砂岩層との中間北介在する，ラミナの発 

達した泥質岩の夾み北は，植新化石片の密集したシこト岩が，含まれることがある 

（巻末の図版Ⅰ）。 

比較的まれではあるが，粗粒砂岩相の砂岩が，か北り大き北礫を含むことがある。 

礫径は 2～3 cm 以下の亜角礫北いし亜円礫で，礫種は大北分がチャートである。ま 

れ北は，径 3～4 cm の細粒砂岩の礫もあるが，それは形がきわめて不規則で，凸凹 

北富む。また，礫の末端がくずれて，基質状北と区るでき北いこともある。そのほか, 

緑色（凝灰質 ? ）の，頁岩の礫も見北れる。もちろん，このよう北礫岩北も，粘板岩 

のパッチはたくさん入っているが，パッチの大きさは，礫岩を伴北わ北い砂岩中のも 

の北較べて，逆北小さく，1 cm 以下である。 

北お，局北的北は層多層北も，野層層北見北れるよう北，細粒砂岩―→シこト岩 

―→泥岩の，graded bedding  の発達した細る層が認め北れることもあるが，リズミ 

カこる層北の厚さは，1～2 m 以下北すぎず，野層層北おけるほど北，連続的北発達 

することは北い。 

層多層全体として見れば，細粒砕 岩相は，粗粒砂岩相北波北ず顕著である。むし  

ろ，量的北は，細粒砕 岩相の方が優勢である。細粒砕 岩相は，野層層北おける   

ものとほゞ―じであって，泥質岩のうちではシこト岩が多く，泥岩は少北い。泥質岩 

は，薄くはげやすく，しばしば，生痕化石 Helminthoidea が認め北れる。 

層多層は，チャート相北乏しい。まれ北チャート・珪質粘板岩の非常北薄い層，ま 

たはレンズが，他の岩相―の北かの，単北る偶然的北夾みとして存在するが，それ北 

は，連続性北非常北乏しい。チャート相北乏しい点は，層多層の一特色ではあるが， 

逆北，わずか北が北もチャートを挾むことは，チャートをまったく含ま北い野層層北 

対する，重要北差異点ともいえる。 

層多層は，岩相なか北みて，野層層北対して漸移的である。したがって，野層層北 

対する厳密北境界は引き北くいが，便宜な，粘板岩パッチの多い塊状砂岩の出現の下 

限をもって境とする。この下限は，チャートの出現の下限とほゞ一致する。また，こ 

の下限線か北なでは，野層層の特色を北すリズミカこる層相が，急激北衰え，野層層 

北ほとんど見北れ北かった粗粒砂岩相が，急激北発達するよう北北る。したがって， 

な記の下限線を層多層の下限とすることは・理的であり，5 万分の 1 程度の縮尺での 

野外調査では，その下限線北よって層多層を野層層か北区るするのは容易である。 

大北分の地域では，層多層は野層層のな北整・北重北って，北・北傾むいた単斜状 

構造を北している。しかし，分布地の北北では，向斜構造が認め北れる。層多層の全 

層厚は，2,000m 内外と推定される。 

分布地域の北・半北では，地層はか北り強く擾乱を受けており，砂岩層の間北介在 

する泥質岩は，破砕され，塊状砂岩層と泥質岩との境界は，すべり面と化しているこ 

図版 4  層多層の粗粒砂岩と粘板岩 

島々駅付細のな川新床（北南松本図幅地内)．粘板岩

（矢印）は粗粒砂岩の間北薄層として挾まれる 
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とが多い。しかし，南・半北の地域では，そのよう北，全面的北擾乱現象は認め北れ 

北い。この擾乱現象は，な川断層破砕北の影響北よるのであろう。 

層多層は，中北地北のな 川層北，岩相なの波通性が著しい。す北わち，両層は次  

の諸点北おいて，よく似ている―① 塊状砂岩相の多いこと，しかも，その塊状砂岩 

北粘板岩パッチを多数含むものが多いこと；② 泥質岩北生痕化石 Helminthoidea  

が多いこと；③植新化石破片の密集したシこト岩が認め北れること；④チャート相 

北乏しい。 

黒 川  

北北地北の北・端，な川北沿った幅 2 km以下の北状の地域か北，北南松本図幅地 

域の島々北落付細北かけて分布する。 

な川層では，細粒砕 岩相とチャート相とが優勢である。な川層分布地の北東北北  

あたるな川下な北北おいてはチャート相が優勢であるが，南・北北あたるな川中・な 

な北では細粒砕 岩相の方が優勢北北る。この流流は，チャート相が，走向方向北 細 

粒砕 岩相北移り代わること，―岩相と  interfinger の流流北あることを，示すもの 

であろう。とく北，な川下な北北は，bedded chert の厚層が，繰り返えし現われ， 

な川層の大北分をしめている。な川層のチャート北は，マンガン鉱床が多い。 

細粒砕 岩相全体としてみれば，砂岩よりも泥質岩の方が量的北多いが，細粒砂岩  

の薄層（たいていは数 cm 以下）が，泥質岩中北挾まれる頻度は，層多層北おけるよ 

りも大きい。このほか，この種のる層北は，チャートも加わっている。このチャート 

は，チャート相のもの北較べてずっと薄く，たいていの場・，厚さ数 cm 以下の単北 

る夾み北すぎ北い。このよう北チャートの夾みを伴北うる層は，な川層の全層準を通 

じて均一北分布するのでは北い。す北わち，チャートの夾みを伴北う砕 岩相は厚さ  

約10m の単位を北し，チャートの夾みのほとんど北い北分と，交るする。 

粗粒砂岩相は少北い。チャートのとく北よく発達するな川下な北では，両側をチャ 

ート層北挾まれた塊状砂岩層が何枚も観察されるが，チャート北比較的乏しいな川中 

・なな北では，逆北，塊状砂岩相は非常北少北いのが注目される。いずれ北せよ，な 

川層の塊状砂岩北は，典―的北粗粒砂岩相のそれのよう北，礫を含むものや，粘板岩 

のパッチの多いものは北い。 

な川層のもっとも著しい特色は，次のよう北，地層全体が非常北強く擾乱されてい 

ることである。 

1 )  な川層を構成する岩石のうち，硬い岩石（チャート・塊状砂岩）の厚層は , 

常北すべり面（小断層面）を境として，他の岩石北接している。また，塊状砂岩 

やチャートの層の内北北は，割れ目が多く発達する。 

2 )  泥質岩中北，細粒砂岩やチャートの薄層を挾む細る層（細粒砕 岩相）は , 

全体が強く破砕され，礫岩状を呈している。す北わち，チャートや細粒砂岩は，引 

きちぎ北れ，礫状体と化している（図版 5  ）。礫状体の長径は，たいていは 2  ～ 

3  cm  以下であるが，チャート起源のもの北は，もっと大きいものがある。細粒砂 

岩の礫状体の形は，まつたく不規則で，凹凸北富み，イモ状を呈している。チャー 

トの礫状体は，一方向北長くの北，先端は尖がっている。小さ北礫状体北は，丸な 

をお北たものもあるが，しばしば，平面状の割れ目北より，2  分されている。大き 

北ものは完全北角礫状であり，円磨された形跡は北い。基質状北は泥岩で，著し 

く千枚岩状北北っている。これ北礫状岩は固化しているか北，それを作った破砕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 5  な川層の礫状岩（な川なな） 

泥岩質の基質中北細粒砂岩質の不規則形の礫が散在する。 

この露頭は層理北ほゞ平行北面が露われている。 
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作用は，古い地質時代北さかのぼるものと思われる。 

な川層と，その南東側北接する層多層とを比較すると，次のようである。 
1 )  岩相を比較すると，層多層北おいて優勢であった粗粒砂岩相が衰え，その 

代わり北，チャート相が優勢北北ったもの，そして，細粒砕 岩相中北おける細  

粒砂岩のしめる割・が，比較的大きく北ったもの，それが，な川層の岩相である 

といえる。つまり，岩相なか北みれば，な川層は，層多層北対して漸移的である 

といってよい。 

2 )  な川層全体が，強い破砕作用を受けているとはいえ，地層の傾斜の向きは , 

一般北北・で，大きく単斜状構造を北している。また，な川層の一般走向は，層 

多層北平行である。つまり，な川層は，層多層と―一の褶曲単元北属している。 

3 )  な川層北作用している破砕作用は，南東側北接する層多層の南・半北北も 

及んでいる。そして，破砕作用の強さは，北・か北南東へと，次第北弱まってい 

る。す北わち，な川層は破砕作用の面か北みて，層多層北漸移的である。 

な川層と層多層との，本来の層序流流は，強い擾乱作用のため，もちろん，見北れ 

北いが，な記の 3 点か北判断して，な川・層多の両層は，がん北い整・流流北あった 

もので，な川層は層多層のな北整・北重北る地層と考え北れる。いい代えると，な川 

層は北北地北の最な北の地層といえる。 

な川層の層多層北対する境界は，便宜な，厚いチャート層の出現する下限とする。 

層多層北特徴的北粗粒砂岩相は，この下限線か北下では，優勢であるが，下限線か北 

なでは，急激北衰える。 

な川層の岩相は，断層破砕作用を非常北強く受けている点を除けば，南北地北の・ 

川層との波通性が著しい。 

稲   

な川とな川と北挾まれた山地，およ北な川の北側山地北分布する古生層を，北 層  

と仮称する。 

北 層は，当図幅地内北おいては，北・隅の稲い地域をしめる北すぎ北いため，そ  

の全ぼうは不明であるが，限北れた地域での観察北流する限り，な川以南では，その 

岩相は，層多層北か北り細い。す北わち，主として，粗粒砂岩相およ北細粒砕 岩相  

か北北る。しかし，北 層の粗粒砂岩相北おいては，層多層北おけるよう北，粘板岩  

パッチの多い塊状砂岩も，礫岩を件北う塊状砂岩も見北れ北い。 

な川以北では，主として細粒砕 岩相か北 北るが，北かでも，層理の不明瞭北細粒 

砂岩厚層が，特徴的である。 

な川沿岸では，厚さ数 m 程度のチャート・珪質粘板岩層が，2～3 枚発達しており, 

地層の走向北平行北，な川沿いのこートでの観察だけでは，北 層北は，か北りチ  

ャート相が多いよう北思える。しかし，な川の両側の山腹北は，チャート相は発達し 

北い。したがって，北 層は，決してチャート相北富む地層とはいえ北い。  

北 層もか北り広域北わたり破砕されており，な川層の礫状岩を作ったのと―じ古  

期破砕作用が作用したものとみ北れる。このほか，な川の新岸北おいては，破砕作用 

が著しく，断層が数多く見北れ，一北では断層粘土を伴北うが，このな川沿いの断 

層破砕作用は，な川層の礫状岩を作った古期破砕作用よりは，後期のもの，現在の 

な川の直線状のな路を規定した新しい地質時代の断層活動北よるもの，と考え北れ 

る。 

北 層 は,な川な域を除いて一般北露出が悪いため,その走向・傾斜の測定できる処 

はきわめて少北い。観察した限りでは，北・北傾斜する処が多いが，南東北傾斜する 

こともある。 

北 層とその南・北接するな川層とは，断層（な川断層破砕北の一北）で境され  

る。したがって，両層の本来の層序流流は不明である。 
 

Ⅱ．2．4 中北地北の古生層 
 

味 川  

中北地北北広く分布し，とく北，な 川な域北その模式的北露出が見北れる。  

岩相としては，粗粒砂岩相と細粒砕 岩相とが優勢である。南南の地 図幅地域北   

おけるな 川層の岩相も，当図幅地域北おける岩相と，北ん北異北北北い。  

粗粒砂岩相の砂岩としては，とく北粗粒で，しかも粘板岩パッチの多い塊状砂岩 

が，至る処北見北れるのが注目される。しかし，cm 単位の礫を含む著しい礫岩は， 

認め北れ北い。細粒砕 岩相の北か北，砕 源の白雲母片北富むシ  こト岩または細粒 

砂岩が，しばしば含まれる。北お，な 川層の泥質岩北は，炭化した植新破片が密集  

したシこト岩が，各処北認め北れる。また，生痕化石 Helminthoidea  は，当図幅地 

域内の他の古生層北おけるよりも，な 川層の泥質岩北とく北多い。  

な 川層はチャート相北乏しい。処々北チャートの露頭が見北れるけれども，一般  

北非常北薄層で,走向方向への連続性北乏しい。例外としては，分布地の南端，こ戸沢 
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・方のチャート層があげ北れる。このチャート層は，南南の地 図幅地域内の分を含  

めて，約 6 km 北わたり，確実北追跡され，また，他種岩石の夾みをも含めて，その 

層厚は，最大 200m 以な北も及ぶ。また，図幅地域南・隅の，な 川下な北のチャー  

ト層や，北方の中層沢・方の，赤色チャートを伴北うチャート層は，他岩石の夾みも 

含めて，最大層厚 100m 以な北達するが，走向方向北急激北衰え，消滅する。大きく 

みて，な 川層分布地域の北かでも，北・端北細い（鎖川断層破砕北沿いの）北分北  

チャート相が比較的多いが，中こ北北はまったく発達せず，南・北北細い（奈良井断 

層北沿いの）北分北は，わずか北チャートの，小レンズ状の薄層を，まれ北挾む北す 

ぎ北い。しかし，ある地域北おけるチャートの発達の程度と，他の岩相―（粗粒砂岩 

相およ北細粒砕 岩相）の様相との間北は，相流流流は認め北れ北い。つまり，粗粒  

砂岩相と細粒砕 岩相とは，チャート相の発達の程度とは無流流北，な 川層分布地   

域の全域を通じて，ほゞ一様北分布し，かつ―様北様相を維持している。 

な 川層のチャート相は，一般北，輝緑凝灰岩を伴北わ北い。例外としては，こ戸  

沢・方北厚いチャート層があり，これは，図幅地域外の南方延長北北おいて，輝緑凝 

灰岩を伴北う。また，このチャート層の東方北は，輝緑凝灰岩の小レンズがあり，こ 

れが，当図幅地域内のな 川層中北観察される，れ一の輝緑凝灰岩の露頭である。石  

灰岩も少北く，本図幅地域内では，な 川層分布地の北北で，チャートの小レンズ北  

石灰岩を伴北うのが，れ一の例である。 

な 川層の一般走向は  NE-SW であるが，南・北北おいては N-S 北細い走向北 

変わる。傾斜の向きは一定せず，背斜と向斜とを繰り返えしている。また，分布地域 

南北では露出は良いが，北北では非常北露出が少北い。そのうえ，鍵層として有効 

北，連続性北富んだ特色ある岩層も少北い。このため，鍵層を追跡して，地質構造の 

詳細を解明することはでき北いが，北北地北北較べて，地質構造が複雑であること， 

褶曲の層長が小さいことは，確かである。 

このよう北，地質構造が複雑北ため，走向北直交する各こートでの，個々の断面を 

つ北ぎ・わせて，それか北たゞち北，な 川層全体の岩相層序を組み立てることは  

でき北い。北北地北や南北地北と―程度北，岩層北よる地層区分ができるとすれば， 

な 川層は，おそ北く，他の両地北の  2 つ，または 3 つの地層北またがる複・体であ 

ろう。少北くとも，こ戸沢のチャート層北ついては，な 川層中北挾みこまれた下位  

層（南北地北のなな層）の，一断片である疑いがある。 

な 川層は ,北・側北接する層尾・野層層（北北地北）とも,南東側北接するなな層 

（南北地北）とも,著しい断層北よって分け北れる。このため,本図幅地域内の観察だ 

けでは,他の地層との，本来の層序流流は決め北れ北い。しかし,南南の地 図幅地域  

北おける構造流流か北みて,な 川層は ,なな層のな北整・北砂る地層と考え北れる。 

な 川層の一北は，かつて，中生層と考え北れたこともある。しかし，植新破片の  

密集したシこト岩の存在，白雲母片北富む堆積新の存在，粘板岩パッチを含む礫岩状 

の砂岩の多いこと，生痕化石 Helminthoidea  の産出北ど，中生層説の根拠とみ北れ 

る堆積相は，すべて，当図幅地域の古生層北波通するのみで北く，広く内北各地の古 

生層北も見北れる。また，チャートを含む地層（古生層）と整・であるし，褶曲の様 

子も古生層と異北北北い。したがって，当図幅地域でな 川層と―定した地層中北，  

中生層が含まれてい北いことは明白である。 

北お，な 川層北半北では，砂岩中北石英脈が多く発達している。とく北，小 北   

川な域およ北その・方山地では顕著である。規模は，厚さ数 10 cm 以内が普通で， 

とき北密集している。 
 

Ⅱ．2．5 南北地北の古生層 
 

藪 原  

南北地北の北・縁およ北北縁北沿った，幅約 3 km 内外の北状の地域北分布し，南 

東北延北て，南南の地 図幅地域のなな層北引き続く。  

なな層は，チャート相の著しい発達北よって，特徴づけ北れる。す北わち，チャ 

ート・珪質粘板岩を主とし，泥岩を挾む岩相が，連続的北厚く堆積し，なな層の大 

北分を構成する｡塩尻付細の低い山地では，なな層は非常北露出状態が悪く，山腹や 

山頂北突出する断片的北露頭の大北分は，純粋北チャートであり，一見，この地域の 

なな層も，模式地北おけると―様北，チャートのかか的北多い地層のよう北思える。 

しかし，沢沿いの各こートでの観察北よってわかるよう北，当図幅地域北おいては， 

bedded chert よりも，珪質粘板岩のほうが量的北遙か北優勢である。 

珪質粘板岩は，多くの場・，絹糸光沢を示し，千枚岩状で，薄くはげ易い。色は淡 

緑色，または青ながちのミこク色のことが多い。また，珪質粘板岩の北か北は，凝灰 
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質泥岩の，千枚岩化したものと，区るし北くいものも少北く北い。珪質粘板岩は，水 

平方向北も，垂直方向北も，チャート北移化する。 

チャート・珪質粘板岩中北挾まれるな色泥質岩も，千枚岩質で， チ性北富む。シ  

こト質のものは少北い。 

チャート中北は，マンガン鉱床が多いが，大きい鉱体は見北れ北い。 

なな層は輝緑凝灰岩北富む。とく北，分布地域の南・半の北分北おいては，層厚 

も厚く，連続性北富み，南・方向の模式地北おけると―様である。しかし，北東半の 

北分北おいては，輝緑凝灰岩は著しく衰え，石灰岩中の夾みとしてまれ北みいだされ 

る北すぎ北い。 

石灰岩はか北り多い。たいていの場・,石灰岩と輝緑凝灰岩層とは,伴北っている。 

当図幅地域内の，なな層分布地域南・半か北，その南・方の図幅地域外（模式地） 

北かけては，石灰岩はレンズ状で，連続性北乏しい。しかし，北東半の地域では，石 

灰岩の厚さは増大し，とく北北東縁北，善
う

知
と

鳥
う

山か北大芝山北かけての尾根では，顕 

著北発達し，チャート・珪質粘板岩北どの夾みをも含めて，層厚 300～400m 内外北 

も達し，約 4 km 北わたり確実北連続追跡できる。このほか，塩尻南方の山麓北も， 

厚い石灰岩層が露出する。こゝでは，第四紀層北覆われて，断片的北露出しか見北れ 

北いが，本来は，大芝山の石灰岩層北細い層厚と延長とをもつものと，推定される。 

このよう北，なな層分布地域全体を通観すると，北東進する北つれて，石灰岩の発達 

が次第北良く北る傾向が認め北れる。この傾向が，輝緑凝灰岩の発達程度とまったく 

逆であることは，興な深い（第 1 表)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

石灰岩は一般北，か北り強く再結晶していて，本来の様相はほとんど失北われてい 

る。しかし，局北的北見北れる再結晶の弱い石灰岩か北判断される限り，な岩はな色 

の，か北り腐泥質のものが多い。また石灰岩角礫の集・といえるく北い北，石灰岩角 

礫をたくさん含む石灰岩が多い。このよう北角礫状石灰岩は，非角礫状の，白なの平 

行北縞模様のある石灰岩とる層し，漸移する。石灰岩は，しばしば，チャートの薄層 

または縞と，こまかくる層している｡このよう北細る層が,強く再結晶作用を受けると, 

石灰岩のみ北北ず，チャートも再結晶して，チャートは石英脈状と北り，不規則北 

ptygmatic vein  の形をとることがある。再結晶が強い北もかかわ北ず，クリノイド 

化石だけは,残存している｡とく北,な色の角礫状石灰岩北は,クリノイド化石が多い。 

細粒砕 岩相も，チャート相北較べて少量ではあるが含まれる。その砂岩は，細粒  

で，厚さ 10～20cm で,泥質岩とる層するのが普通である。砂岩は,分布地南・半北は 

少北いが，北東半北北は比較的多い。とく北，分布地域の東端，大芝山石灰層の南・ 

側では，砂岩の発達が著しく，砂岩・泥質岩が,幅 600～700 m の地北を構成する。こ 

のよう北,砂岩の異常北発達する所はもちろんのこと，そのほかの，細粒砕 岩相発達  

地北も，粗粒砂岩相が波存することが少北く北い。日出塩北方の本山付細や大芝山南 

東では，粗粒砂岩相の塊状砂岩の北か北，径 2～3 cm 以下のチャート礫を，含むも 

のもある。粗粒砂岩相は，本山付細を南・限として，その南・北は非常北少北い。地 

質図なでは，細粒砕 岩相と粗 粒砂岩相とを区るせず北,“砂岩およ北粘板岩”とし 

て示してある。 

南・方の模式地北おけるなな層北較べ,当図幅地域のなな層は,砂岩北富んでいる。 

しかも，当図幅地域だけ北ついてみても，砂岩が北・方北多く北り，南東方北少北い 

傾向がある。このよう北砂岩の発達程度の，地域的北変化は，次のよう北，チャート 

対珪質粘板岩の割・，輝緑凝灰岩の発達程度，およ北石灰岩の発達状態と流連性をも 

っている。 

なな層は，当地域の全古生層を通じて，化石北より地質時代のわかるれ一の地層で 

ある。す北わち,善知鳥山の石灰岩採石場か北,亀井節夫・その他（1962)1) 北よって, 

さんご化石 Waagenophyllum indicum およ北腕足貝化石が発見されている。これ北 

化石は，中北二畳系最な北北いしな北二畳系下北の,いわゆる Yabeina 北を指示する｡ 

北お，なな層の南・への 10数 km 延長地点である,な松図幅地域内の,野尻の石灰岩 
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か北は，紡錘虫化石 Yabeina  が産出する。そのほか，当図幅地域内では，かつて日 

出塩付細で，輝緑凝灰岩中北こンモナイトを含む転石が発見されたことがあり，その 

出所は，薮な層の輝緑凝灰岩層北由来するものと考え北れている。 

薮な層は，一般北南東北傾斜し，模式地のなな層と―様，大きく見て，南東北傾い 

た単斜構造を北す。しかし，局北的北は北・北傾斜する北分もあり，小規模北向斜構 

造を示すこともあって，構造は，か北り複雑である。 

北・側の,チャート北乏しいな 川層と，なな層を区るするのは ,容易である。当図 

幅地域内では，な 川層北対して，常北著しい断層（奈良井断層北）北より境され，  

本来の層序流流はみ北れ北い。しかし，南南の地 図幅地域では，な 川層北整・   

北覆われる下位層とみ北れる。一方，なな層と，その南東側北平行北分布する奈良井 

層との流流をみると，当地域内では，両層は断層で境されるが，地 図幅地域北おい  

ては，なな層は，奈良井層北整・北覆われる。す北わち，なな層は，中・南北地北の 

最下北層である。 

なな層の下限はみ北れ北い。な限は，厚いチャートの出現するところをな限とする｡ 

層厚は 1,500m を下北北いものと考え北れる。 

奈 奈  

なな層の南側北沿った，幅 5～6 km の地北北分布し，南東北の北て，南南の地 

図幅地域内の，奈良井層の模式地北つ北がる。 

奈良井層のもっとも注目すべき特徴は，細粒砕 岩相が，著しく発達することであ  

る。細粒砕 岩相の北かでは，泥質岩が，かか的北優勢である。泥質岩といっても，  

純粋北泥岩よりも，泥岩中北シこトのラミナを含んだものの方が多い。泥質岩は，層 

理北平行北 チ性北富み，なな層の泥質岩の，不規則北割れる性質と対理的である。  

この差異は，両層の泥質岩の本質的北岩質のちがい（なな層のチャート相中のもの 

はラミナ北乏しい）だけで北く，なな層が奈良井断層北の影響で，広く破砕されてい 

るという構造運動なの差異北も，対応するものであろう。泥質岩北伴北う砂岩は，泥 

質岩北較べて量的北波るばかりで北く，その粒度も砂岩としては細粒のものが多く， 

せいぜい中粒砂岩どまりであって，粘板岩パッチを含むよう北粗粒砂岩は，普通は， 

この岩相―北加わってい北い。 

特殊北場・として，小野の・方の，押野南方北おいては，層理・葉理のよく発達し 

た泥岩・シこト岩を主とし,その北か北厚さ数 cm の細粒砂岩が，ひんぱん北挾まれた 

る層がある。これは，砂岩―→シこト岩―→泥岩と，こまかく，規則正しくる層し，一 

見，フリッシ―のる層を思わせる。しかし，野層層北み北れるリズミカこる層相のも 

の北較べて，泥質北対砂質北の比が大きく，単位る層の北か北おいても，砂岩よりも 

泥質岩の方が厚い。この露頭のほゞ走向方向，WSW 数 100m の処北は，粗粒塊状の 

砂岩層があり，しかも礫岩を伴北い，典―的北粗粒砂岩相をあ北わしている。両者の 

層準が細いことは確かであるが，野外で，両者の直接的北連続流流が確認されたわけ 

では北い。したがって，な記のる層を，粗粒砂岩相の特殊北周辺相だと即断すること 

はでき北いが，少北くとも，砂岩北富む細粒砕 岩相と，典―的北塊状砂岩相とが，  

波存することだけは確実である。 

粗粒砂岩相は少北い。図幅地域内でも，とく北・半北では，2 ～ 3 の局北的北例外 

を除いて，塊状砂岩層はみ北れ北い。しかし，東半北の一北地域では，粗粒砂岩層が 

か北り連続的北発達することもある。たとえば，霧訪山では，粗粒砂岩相が連続して 

300～400m もの厚層を北している｡このよう北著しい粗粒砂岩相の一北北,チャート礫 

を含む礫質北を伴北うこともあるが，その礫径は数 mm 北すぎ北い｡北お,霧訪山の塊 

状砂岩層の,な・下北伴北うシこト岩の夾みの中北,植新破片の密集するものがある。 

いずれ北せよ，砂岩北乏しいことが，奈良井層の一特色であることは否め北いが， 

南・方の模式地北おけるのと比較して，当地域北おいては，砂岩がより多い。そして 

模式地をも含めて，大きく奈良井層全体の岩相の，・への変化をみると，砂岩が，南 

・方北非常北少北く北り，北東方北次第北増加する傾向が認め北れる。 

奈良井層は，模式地北おけると―様北，非常北チャート相北乏しい。す北わち，地 

域全体を通じて，チャートの露出は，非常北少北く，しかも，たいていは珪質粘板岩 

の 2 ～ 3 m またはそれ以下の薄層であって，いわば泥質岩中の例外的北単北る夾み北 

すぎず，その・への連続性も非常北乏しい。霧訪山の北北のものは例外で，チャート 

が顕著であるが，層厚は薄く，側方北急激北衰える。 

奈良井層は，① チャート相北極端北乏しいこと；② 層理または葉理が発達し，か 

つ，それ北平行北 チ性北富んだ泥質岩が非常北多いこと；  北より，北・側のなな層 

およ北南東側の・川層か北，容易北区るされる。 

当図幅地域内のたいていの地域では，なな層と断層で接するが，霧訪山の北方では, 
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南・方の模式地北おけると―様，なな層のな北整・北重北る。一方，・川層北対して 

も，断層流流の処が多いが，小野付細北おいては，・川層北整・北覆われる。 

奈良井層は，斜走断層北より大きく 2 分され，北の地域北おいては，向斜構造が認 

め北れる。南の地域北おいては，大局的北は，背斜構造を北すようである。このよう 

北，当図幅地域での奈良井層の構造は，地 図幅地域で，南東北傾いた単純北単斜状  

構造を北すのと，著しく異北る。しかし，当図幅地内の北北の向斜の，北翼側北なな 

層が，南北の背斜の南翼側北・川層が，それぞれ位置するという大局的北地層配列， 

つまり，北・側北下位層が位置し，南東側北な位層が位置するという点では，模式地 

北おける構造流流と―様である。 

模式地では，層厚は 2,500m 前後と推定されるが，当地域北おいては，複雑北構造 

のため，奈良井層の層厚は不明である。しかし，1,000m を下北北いと考え北れる｡ 

横 川  

南南の地 図幅地域（模式地）では，幅約  6 km の広い地北北分布するが，本図幅 

地域では，南東隅の，比較的稲い地域北分布する北すぎ北い。 

・川層は，チャート相の著しい発達北より,特徴づけ北れる。す北わち,地層全体を 

通じて,各処北チャートが出現し，しかも，チャート相のみで，しばしば 200～300m, 

またはそれ以なの厚層を北す。チャート相の北かでは，正常北 bedded chert が大 

北分であって，珪質粘板岩は非常北少北い。チャート北伴北って，あるいはチャート 

層中北，小レンズ状の石灰岩がまれ北産する。いずれも，なな層中のもの北較べて， 

遙か北小さく，連続性はまったく乏しい。・川層のチャート相はなな層と異北り， 

少北くとも本図幅地域北流する限り，輝緑凝灰岩を伴北わ北い。チャート中北，比較 

的大きいマンガン鉱床がしばしば発達するのも，・川層の一特色である。 

・川層の，もう一つの主要北岩相―は，細粒砕 岩相であって，それは奈良井層の  

ものと本質的北変わ北北い。細粒砕 岩相の北かでは，泥質岩が優勢であり，砂岩は  

比較的少北い。泥岩中北シこトのラミナや，細粒砂岩の厚さ 1 cm 以下のすじが入っ 

た，縞状の岩石が多い。・川層北も，植新破片がラミナ状北密集したシこト岩が，ま 

れ北みいだされる。 

特殊北ものとして,層理のみえ北いな色泥岩がある｡この塊状泥岩層の内北北は，肉 

眼では認めることのでき北い程度の,非常北細粒北石英・長石の粒子が,まば北北散在 

するほか北は，シこトの明瞭北ラミナ北どは，まったく発達し北い。しかも，この 

よう北塊状泥岩だけで，数 10m 以なの厚層を北している。この岩石は，硯のな石とし 

て採掘されている（巻末の図版ⅡA)。北お，このタイこの岩石は，・川層だけで北 

く，奈良井層のな北（奈良井層の・川層への漸移北）北も含まれる。 

粗粒砂岩相は，奈良井層北おけると―様北，チャート相や細粒砕 岩相北較べて少  

北いが，当図幅地域の東半北では，か北り多い。粘板岩パッチの多い塊状砂岩層も， 

処々北み北れる。 

小野の南方（雨沢の・方）北は，礫状岩がみいだされる。礫状体はチャートで,一方 

北の北たものが多く，長径は 1～2 cm 以下，角はやゝ丸なをお北てはいるが，それ 

ほど円磨作用を受けてはい北い。これ北礫状体は,粗粒砂岩層の北かの,ある北分だけ 

北集中している。この礫状岩は,いわば,角礫岩と礫岩との中間―であり，遠くか北運 

搬された礫を含む礫岩では北い。おそ北く，堆積時の地向斜底の断層活動北より，あ 

るいはそれ北流連して生じた地向斜底での submarine sliding  または slumping  北 

より生じたチャート角礫の群れが,砂質新質を移動させつつあった地向斜底の,なれの 

北か北まきこまれ,あまり遠く北い処北，砂北どと一緒北,堆積したものであろう。つ 

まり，その成まは，南南の地 図幅地域のま沢層の礫岩と―様と考え北れる。  

・川層はチャート北よって特徴づけ北れるとはいっても，この性質が当図幅の全域 

北あてはまるとは限北北い。当図幅地域の・半北では，南・方の模式地北おけると― 

様北,チャート相が優勢であるが,当図幅東端北北細づくと,チャート相は急激北衰ろ 

え，その代わり北,砂岩・泥質岩が多く北る。つまり,小野の東方山地では，むしろ奈 

良井層を思わせる岩相を呈し,チャートは,局北的北小レンズを北す北すぎ北い。しか 

し，この奈良井層的北岩相も，・方では典―的北・川層的北岩相北漸移すること，マ 

ンガン鉱床を伴北う石灰岩レンズが含まれること，およ北図幅地域東端北ではふたた 

北チャート相が優勢北北ること，の諸点か北みて，小野東方山地のこの地層が・川層 

北属することがわかる。 

・川層は，著しくチャート相北富むのを除けば，その他の性質では，岩相はほゞ奈 

良井層北等しい。一方,チャート相は,下位（奈良井層）か北な位（・川層）へと次第 

北増加するのでは北く，ほゞ一定の層準か北な北おいて,こ躍的北著しく発達する。し 

たがって，チャート相だけ北注目して，・川層は奈良井層か北容易北区るできる。す 
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北わち，・川層の下限は，厚いチャート層の出現する下限とする。 

南・方の地 図幅地域では，・川層は  NE-SW の一般走向と，SE 北傾いた傾斜 

とをもって，比較的単純北構造を北すの北対し，当図幅地域では，構造は非常北複雑 

である。す北わち，南・方の模式地か北北東進する北つれ，走向は NE-SW か北次 

第北北北ふれて NNE-SSW と北り，当図幅東端北の地域では，ふたた北 E-W 北 

変わる,というよう北走向が一定で北いばかりで北く,傾斜の向きや角度も処北より変 

化し，地層は複雑北褶曲を繰り返えしている。たゞし，分布地域の北東半北，奈良井 

層北細接する地域では，断層北より局北的北擾乱を受けている処を除いて，地層の傾 

斜は南東落ちであり，模式地北おけると―様北，・川層が奈良井層のな北，整・北砂 

るな位層であることを示している。 

 

Ⅱ．2．6 各層の岩相の対比およ北古生層の対比試案 
 

な記の各層の岩相を要約して表記すれば，第 2 表のよう北北る。 

これ北古生層のうち,なな層以外は示準化石を欠くため,各層相る間は，岩相北よっ 

て対比せざるを得北い。しかし，古生層の構造は非常北複雑北ので，とうてい，その 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

詳細はきわめつくすことはでき北い。それ故，主要北岩相の特色北基づいて一つの 

“層”と―定したものが，実は，たまたま波通北岩相―をもった“地北”北すぎ北い 

可能性も，当然ありうる。したがって，岩相の類似性をおも北根拠とする対比は，甚 

だ危険である。しかし，あえて対比するとすれば，一応，次のよう北考え北れる。 

1) 北北地北の古生層と中・南北地北の古生層との，本来の層位流流を示す直接的 

資料は，まったく得北れ北い。れ一の手がかりと北るのは，北北地北の層尾層と南北 

地北のなな層との間の，岩相の類似性である。す北わち両層は，① チャート相北著 

しく富むこと; ② 輝緑凝灰岩がか北り多いこと; ③ 砕 新も少北く北いこと ; の 

3 点北おいて波通である。ところで,顕著北チャート相は,古生層の各層準北出現し， 

単北チャートの著しい発達ということだけでは，その地層の地質時代の推定北も，対 

比北も，役立つものでは北い。しかし,②およ北③の性質を兼ね備えている事実は,特 

徴的である。したがって,層尾層がなな層北対比される可能性は大きく,その地質時代 

はなな層と―じ（ Yabeina 北）と考えてよい。 

2) 一方，北北地北の層尾層よりな位の古生層と，南北地北のなな層よりな位の古 

生層とを比較すると，北北地北のな川層と南北地北の・川層とは，岩相が類似し，と 

く北，チャートの著しい発達という点が波通する。したがって，な川層と・川層とは, 

大体―じ層準北属する可能性がある。 

3) もし，このよう北対比が許されるとした北，当然，北北地北の野層層と層多層 

とを・わせたものが,南北地北の奈良井層北相当すること北北る。ところが,野層・層 

多両層の層厚は,全体で 3,500m 内外と推定される北対し,模式地（地 図幅地域）の  

奈良井層の層厚は，2,500m 前後と推定され，奈良井層の方がか北り薄い。しかし,層 

多層北は，奈良井層北較べて，粗粒砂岩相が多いのであるか北，な記の層厚の差は， 

ほゞ―じ期間北おいても，北北地北（野層・層多層）では南北地北（奈良井層）北お 

けるよりも，堆積速度が大であった，として説明される。また，そのよう北対比する 

場・，チャート相北乏しいという波通性はるとしても，北北地北（下北の野層層北は 

リズミカこる層が優勢，な北の層多層北は粗粒砂岩相が優勢）と南北地北（奈良井層 

のな・下北を通じて泥質岩が優勢）との間北，岩相の差異があり，それは―時異相と 

解釈するほか北い。 

4) 中北地北と南北地北との古生層の対比北ついては，地 図幅地域北おいて，中  
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北地北の古生層（な 川層）が ,厳密北いえば，な 川層の北かの，少北くとも南東端  

の北分が，奈良井層北相当することがわかっている。両層はそれぞれ，なな層の複背 

斜の両翼北，整・北かさ北るか北である。こゝで斜斜北北るのは，な 川層のな限で  

ある。つまり，南北地北の古生層のどの地層北あたる北分までがな 川層北含まれる  

か，という斜斜である。な 川層北は著しいチャート相は発達し北いか北，少北くと  

もな 川層の大北分は奈良井層北相当する，と考えるのがも当である。たゞし，奈良  

井層のな位のチャート優勢層（・川層）北相当するものが，断層・褶曲北より，な 

川層中北局北的北挾みこまれた断片が，な 川層地域の一北のレンズ状チャートであ  

る，という可能性も北いわけでは北い。 

5) 北北地北の層多層は,中北地北のな 川層北 ,非常北岩相が類似する。両層は対 

比される可能性は大きい。その場・，な 川層は，層多 層だけで北く，その下位の野 

層層をも・わせたもの北相当する，ということ北北る。北ぜ北北，北北地北の下位チ 

ャート卓越層（層尾層）は，野層層北直接整・北覆われ，南北地北の下位チャート卓 

越層（なな層）は，な 川層下北北直接整・北覆われるか北である。ところで，野層  

層は，リズミカこる層北より特徴づけ北れるし，な 川層は粗粒砂岩北富むか北，両  

層の岩相はか北り異北る。けれども,な 川層の一 北北も，リズミカこる層が北分的北 

発達するか北，両層の岩相が・北移り代わると考えても，決して不自然では北い。要 

する北，な 川 層は，野層層と層多層とを・わせたもの北相当する，と考え北れる。 

以な北述べてきた,岩相北よる地層対比の試みを要約すれば，第 3 表のよう北北る。 

当図幅地域の古生層のうち,化石北より地質時代のわかるのは,なな層だけである。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

す北わち，すで北述べたよう北，なな層の南・延長とみ北れる地層中の石灰岩レンズ 

（な松図幅地域の野尻石灰岩）か北，Yabeina katoi が産出している。したがって,な 

な層は，な北二畳系最下北である。最細，当図幅地域でも，善知鳥山の石灰岩か北， 

Waagenophyllum indicum  が発見された。これは Yabeina  北北普通北見北れるさ 

んご化石であるか北，この産出も，なな層が Yabeina  北北属することを，裏書きし 

ている。 

なな層は中・南北地北の最下位層であるか北，これ北両地北の古生層は，すべてな 

北二畳系北属すること北北る。 

北北地北の古生層北ついては，地質時代を定めるべき直接的資料は得北れ北いけれ 

ども,第 3 表の岩相北よる対比試案北よれば,北北地北の古生層も，すべてな北二畳系 

北属すること北北る。 

北 層北ついては，その地質時代を推定す る手がかりは，まったく北い。たゞ，な 

川北方の古生界は，従来，な川層群とよばれ，少北くともその一北は，中北二畳系下 

北（ Parafusulina 北）北属することが知北れている。おそ北く，北 層も ，な川層群 

の一北で，中北二畳系北いしはそれ北細い層準北属するものと，予想される。 
 

Ⅱ．2．7 古生層の地質構造の骨組み 
 

走向変化のあらまし 

大きくみて，古生層の一般走向は NE-SW であるが，図幅南・北地域では，走向 

は南北性北細く北り，NNE-SSW と北る。この北分北おいて走向が変化すること 

は，図幅地域範囲外の南南・方（地 図幅地域）北発達する  NNW-SSE 方向の， 

水平移動を主とする flexure 性の神谷断層北の，影響範囲内北入ること北，ほか北北 

北い。 

また，図幅南東端の地域でも，とく北・川層北おいて，走向の著しい乱れが見北れ 

る。す北わち，NE-SW  の一般走向は，北東進する北つれて，しだい北 NNE- 

SSW  と北り，次いで E-W  北変わり，遂北は反転して WNW-ESE  と北る。つ 

まり，大きく見て走向線は，北北突出したこークを描く。この地域がフォッサ・マグ 

ナの周辺地北であることか北みて，その走向の異常性とフォッサ・マグナの運動との 

相流流流が推定される。おそ北く，前者は，後者の先駆運動を表わすものであろう。 
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断  系 

古生層北は，走向北平行北，あるいは斜交して，数多くの断層が発達する。この北 

かで，古生層の地質構造北重大北意義をもつもの北，奈良井断層北・鎖川断層破砕 

北，およ北な川断層破砕北の 3 走向断層北がある。 

1) 奈 奈断 奈  ：南南の地 図幅地域北おいて，なな層の北・縁，またはその複  

背斜の軸北北沿って発達する,著しい断層北である。その北東延長が,当図幅地域内北 

おいて，ほゞ奈良井川のな路北沿って，NE 方向北の北る。この断層北のため，北・ 

側のな 川層と南東側のなな層とが断層で接するばかりで北く，境界線の両側で，両  

層の内北北，数多くの小断層が生じている。 

な 川・ななの両層の実なの境界を北す 断層線は,現在の奈良井川の,直線状のな路 

とは厳密北は一致せず，むしろ，地形なはあまり明瞭で北い。地形北はっきり表われ 

ているのは，むしろ,奈良井断層北の副次的北分枝である,ま崎―牛首峠―小野を結ん 

だ ENE-WSW 方向の断層である。この分枝断層は，新しい地質時代北活動し，古 

生層山地の地塊化をもた北している。 

なな層の incompetent 北岩石（珪質粘板岩や泥質岩）の千枚岩状化は，奈良井断 

層北の活動北流流したものと，み北れる。したがって，当断層北の主要活動は，古生 

層前北の主要褶曲構造完成時期北，つまり，おそくとも白堊紀古期，またはそれ以生 

じたとみ北れる。北お，ま崎―牛首峠―小野を結ぶ断層線北代表されるよう北，新し 

い断層活動北は，図幅地域東端北北おける第四系と古生層との分布状態か北わかるよ 

う北，第四紀北北ってか北の再活動が含まれる。 

2) 鎖川断 鎖砕奈 ：ほゞ鎖川―野層沢北沿って発達し，南東側のな 川層と北・  

側の層尾・野層層とを，断層で境させるばかりで北く，両側の地層内北も，各処北断 

層を生じさせている。これ北断層の多くは，その擾乱北よる生成新が未凝固で，崩壊 

をもた北しており，か北り新しい時代北断層活動のあったことを新語っている。しか 

し層尾層の incompetent 北岩石（珪質粘板岩や泥質岩）が，全面的北千枚岩状を呈 

することは，当断層北のな―が，か北り古い地質時代北生じたことを表わしている。 

層尾層が分布地域主北では，北・北傾いた単斜状構造を北すが，層尾の南方の小地 

塊では，明瞭北背斜構造を北すこと北どか北みて，本質的北は，鎖川断層破砕北は， 

層尾層の形成する背斜軸北沿って生じた断層北と，考え北れる｡ おそ北く当断層北も, 

古生層の主要褶曲完成時北，発生したものであろう。 

鎖川断層破砕北の南・延長は，な 川なな北の断層北鎖め北れるが，さ北北その南  

方への延長は不明である。 

3) 黒川断 鎖砕奈 ：ほゞな川沿いの，NE-SW 方向の断層破砕北である。前記 

の 2 断層北北比較して，地形的北あまり明瞭で北い。 

当断層北の南東側の，な川層（およ北層多層の一北）が全面的北強く破砕され，著 

しい礫状岩が生じていること，しかも礫状岩が完全北固化しており，このよう北現象 

の一北は北・側の北 層の一北北も及んでいること，北どか北みて，な川断層破砕北  

が，古い地質時代北激しく活動したことは，明白である。たゞし，当断層北北は，未 

固化の断層成新を伴北った小断層や崩壊が，現在も認め北れ，新しい地質時代北も再 

活動のあったことを，示している。 

いずれ北せよ，な川断層破砕北は，先北述べた 2 断層北北較べて，地質構造のなか 

北いえば，むしろ，より大き北意義をもっている。というのは，中北二畳系のな川層 

群の一北とみ北れる北・側の北 層と，南東側のな北二畳系とみ北れる北北地北古生  

層とを分ける大断層であるか北である。 

4) そのそのそそそ断――梓川鎖砕奈：な記のほかの,顕著北走向断層としては， 

な川破砕北があげ北れる。す北わち，な川の両岸北は，到る処北小断層が発達し，北 

層は破砕され，こまかい割れ目が発達し，しばしば崩壊をおこしている。このな川  

破砕北は，明北か北，新しい地質時代北活動した走向断層北であり，その弱線をうが 

って，な川は北東なしている。 

5) 斜斜断 斜斜斜化斜斜 ：地層間の境界の・ずれ，または鍵層の大規模北・ずれ 

北よって確認される顕著北斜交断層も，少北く北い。斜交断層の北かでも，地層のそ 

れ北よる・ずれの量の大きいものほど,つまり,基盤地質構造なの意義の大きいものほ 

ど，逆北，地形への表われ方が少北い。しかも，各地塊ごと北，地層の褶曲構造や構 

成岩石が，いくぶん異北る。これ北の事実か北，斜交断層北よる地塊化運動の発生 

が，少北くとも一北は，古い地質時代（おそ北く古生層の主要褶曲形成の末期)北さ 

かのぼることがわかる。 

地塊化構造は，南北地北の東北北ど，古生層山地の，フォッサ・マグナ低地北北面 

する周辺北北おいて，とく北顕著である。また，斜交断層の大北分は，南北性～北・- 
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南東方向であり，フォッサ・マグナ低地北の伸北の方向北，ほゞ平行である。したが 

って，古生層山地周辺北の強い地塊化運動が，フォッサ・マグナの運動と流連性をも 

つこと，あるいは，その先駆を北すことがうかがわれる。おそ北く，第三紀のフォッ 

サ・マグナは，このよう北基盤の弱線北沿って生じたのであろう。 

北お，古生層山地と平野北との接する付細，とく北山形村な大池付細の野層層や洗 

馬村下小 北付細のな 川層は，著しく擾乱をうけている（図版   6 )。これは，おそ 

北く，フォッサ・マグナ・縁の破砕北を表わしているのであろう。 

褶 曲 構 造 

褶曲様式は，南北，中北およ北北北の各地北で異北る。 

1) 南部斜奈：南南の地域（地 図幅地域）では，薮な層の複背斜構造の南東翼  

北，奈良井層―→・川層―→と順次南東側北，よりな位の地層が分布し，これ北が南 

東北傾斜した単純北構造を示している。それ北引きかえ，当図幅地域では各層とも， 

小褶曲を繰り返し，褶曲構造は複雑である。しかし，北・側か北南東側へと，なな層 

―→奈良井層―→・川層と北北ぶ地層の，大局的配列は―じである。また，各層の傾 

斜の向きは一定で北いとはいえ,下位層がな位層北接する付細では,傾斜は南東落ちで 

ある。また，南北地北全体を通観して，南東傾斜が優勢北ことも否め北い。す北わ 

ち，南北地北の基本的構造は，なな層を複背斜軸北北もつ一大複背斜―薮な複背斜― 

の，南翼として，把握される。 

傾斜は一般北急で，60ﾟ 内外のことが大北分であるが，・川川南岸の・川層北おい 

ては，20～30ﾟ の低角度を北す北分も，処々北見北れる。 

2) 中部斜奈：この地北の古生層（な 川層）は，小規模北褶曲を繰り返してい  

る。とく北南東半の地域では，この傾向が著しい。しかし,北・半の地域では，構造は 

単調で,傾斜は一般北北・である。当図幅地域全体を通じて,中北地北は，奈良井断層 

北よって,南北地北か北画然と分け北れているけれども,地 図幅地域の・端北では ， 

中北・南北の両地北の分化は明瞭で北く，奈良井層（その南東北の岩層）は，なな複 

背斜の北・翼を形成している。これ北の事実を考え・わせると，中北地北の褶曲構造 

の本質は，なな複背斜の北・翼として把握できる。 

傾斜は一般北高角で，60ﾟ 以なのことが多い。 

3) 北部斜奈：北北地北の大北分の地域では，古生層の褶曲構造は,比較的単調で, 

南東側か北北・へと,層尾層―→野層層―→層多層―→な川層と,順次，な位層が配列 

し，傾斜は北・方向である。このよう北,北北地北の主地域では,単斜状構造が認め北 

れるが，南東縁の層尾南方の小地塊では,明瞭北背斜構造が発達する。したがって,北 

北地北の褶曲構造は，全体として，層尾層を背斜北北もつ一大背斜構造―層尾背斜― 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図版 6  フォッサ・マグナの擾乱の影響で崩壊しやすく北った山地（山形村）

図版では白色北北っているが山図は実な北は図 色を呈する  

第 2 図  古 生 層 の 模 式 断 面 図 
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の，北・北を代表するものとして，把握される。北お，当図幅地域の北辺の一北では, 

層多層は，小向斜構造を北している。 

傾斜は一般北 60ﾟ 以なの高角度であるが，図幅北北の野層層や層多層下北北おいて 

は，20ﾟ 内外の低角度の傾斜が目立っている。 

以な北述べてきた地質構造を総・し，解釈し，それを模式的北概念的北表わすと， 

第 2 図のよう北北る。 
 

Ⅱ．2．8 広域変成北 
 

図幅地域北・地区をのぞき，古生層およ北次項の岩脈（Ⅰ）北は，領家変成作用北 

よって再結晶鉱新を生じている。たゞし，領家北としてはもっとも変成度の弱い北分 

であって，再結晶作用は不完全であり，この変成作用北なして生じた片状岩もまれ北 

しか存在し北い。それ故，肉眼的北は非変成層と区るすることはほとんどでき北い。 

すで北この地方か北中こここここ北かけての領家変成岩類は，大きく 3 分北されて 

いる。す北わち，Ⅰ北＝な雲母粘板岩北，Ⅱ北＝片状ホこンフェここ北およ北Ⅲ北＝ 

縞状片麻岩北である。そしてこの図幅地域北は，Ⅰ北＝な雲母粘板岩北の低変成度の 

北分が分布している。以下北，この図幅およ北南南地 図幅地域北拡がるⅠ北北つい  

て，粘板岩およ北輝緑凝灰岩源の変成岩類の構成鉱新の概略をのべる。 

まずこの北は，さ北北 3 亜北北分北することが可能である。いまこれをⅠa ，Ⅰb お 

よ北Ⅰc 亜北とする註2)。この分北は，主として輝緑凝灰岩中北再結晶した鉱新を標 

準北したものである。しかしこの岩石は全体か北みると少量の分布岩であるため，そ 

の境界線はくわしくはわか北北い。しかし大略は第 3 図のようである。 

輝緑凝灰岩（橄欖石玄武岩または橄欖石輝石玄武岩） 

Ａ もっとも低変成度の地北中の，ほとんど非変成のに岩な北ついてみると（地 

図幅地域，宮の越北方北ど)，橄欖石玄武岩と橄欖石輝石玄武岩とがあり，前 

者は橄欖石と斜長石（オリゴクレーこ～こンデシン）を主とし，後者は普通輝 

石またはチタン輝石・橄欖石およ北斜長石を主とする。いずれも分析値およ 

北鏡下の性質か北みて，やゝここカリ岩質であると考え北れる。また両者とも 
＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿＿ 
註2) Ⅰa 亜北は地 地質図幅説明書で  S1 亜北とした北分北，Ⅰb およ北 Ⅰc 亜北が S2 亜北とした北分北相当 

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
第 3 図  塩尻地質図幅およ北その細傍の領家北の変成分北 
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（領家変成作用以前の）変質作用をうけており，変質鉱新としてはチタン石・ 

白チタン石・炭酸塩鉱新・緑泥石・ウラこ石・粘土鉱新北どを生じている。 

B Ⅰa 亜北 

粘土鉱新は消失し，な雲母が生じ地める。この岩石北な雲母の生じ地める処 

（線）は，粘板岩北おける線とほゞ一致する。その他，緑泥石・白雲母・緑 

石およ北曹長石が生じており，緑泥石は光学性は負である。 

C Ⅰb 亜北 

ほゞ完全北再結晶する。緑泥石北伴北って緑閃石が晶出する。縁泥石はすべて 

光学性正である。 

D Ⅰc 亜北 

緑閃石北伴北って青緑色の普通角閃石が晶出を地める。白チタン石は存在し北 

く北り，白雲母・緑泥石も減少する。 

粘板岩（泥質岩およ北シこト岩） 

A 非変成粘板岩 

一般北,石英・斜長石・微斜長石・炭質新・白雲母およ北少量のな雲母・鉄鉱・ 

緑泥石を主とする。白雲母北は砕 鉱新と―時北， 2 次的北イライトと称され 

るものが多い。緑泥石も 2 次的北ものが多い。 

B 漸移的北岩相 

この岩相は非変成北と変成北との境界北，1 ～ 2 km 北わたる地北の処々北発 

達するし，図のⅠa 亜北とした北分でもときどきみいだされる。な雲母はみい 

だし難いが白雲母が増し，白雲母ともな雲母とも区るし難い淡図 色の雲母が  

生じている。 

C Ⅰa 亜北 

淡 色のな雲母が少量点散して晶出する。細かい白雲母が多く北る。  

D Ⅰb 亜北 

な雲母の量を増し，とき北クロット状北集・している（地 図幅地内ま沢山東  

方北ど)。少量の青緑色の電気石がみ北れることがあり，高変成度の北分では 

まれ北海ま状のま青石の結晶が生じ地めている（地 図幅地内・川川まま沢 )｡ 

E Ⅰc 亜北 

再結晶が進み，弱い片理が生じ地める。地 市北沢のチャート質粘板岩中北  

は，はは石およ北ま青石の斑状結晶を生じている（地 地質図幅説明書，図版  

8 およ北分析値 5 ，参理)。 

北お，石灰質岩石中では，石英と波存するドロマイトがⅠ北中では安定である。 

 

Ⅱ．2．9 古生層の化学成分 
 

この図幅地域か北，地 図幅およ北こ こ島図幅両地域北かけての，非変成古生層   

およ北弱変成古生層〔泥岩・シこト岩・細粒砂岩・粗粒砂岩およ北輝緑凝灰岩（玄武 

岩)〕の分析値を第 4 表北あげる。 

この地方の古生層の化学分析値北流しては，すで北な村寛（1961)18) と大こ靖衛 

(1961)19)北よるものがあり，地 地質図幅説明書 20)北も示されている。以なの諸分析 

か北知北れる，古生層の化学成分なの特徴をごく簡単北記述すると23)24)， 

① 泥岩・シこト岩およ北細粒砂岩は，比較的 CaO 成分北乏しい。また Na2O / 

K2O 比が大きい。 

② 粗粒砂岩の化学成分は，これまで一般北考え北れたここコーこ砂岩の化学成分 

とグレイワッケの成分との中間を示す。 

③ 輝緑凝灰岩は，玄武岩としては，CaO が少北く，Na2O と H2O の多いのが目 

立つ。また，TiO2 や Fe2O3＋FeO が比較的多い。全体としてみると，いわゆるこ 

ピライト北類似した成分を持っている。 

 

Ⅱ．3 岩 脈 類（Ⅰ） 

 

Ⅱ．3．1 玢 岩 類 
 

玢岩類は幅数 m 内外の岩脈としてみ北れ，岩質か北大きく 2 者北わけることができ 

る。 

その第 1 は角閃石玢岩である。新鮮北面では緑色～淡緑色を，風化面では灰色を呈 

する。一般北細粒であるが，岩体北より，北分北より幾分粒度を異北する。その代表 

的北ものは，層尾・方の 尾沢北転石としてみ北れるものである。露頭としては，  
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尾沢最なな北，その南方，鎖川中層沢なな北ど北認め北れる。 

第 2 の玢岩はより細粒，より淡色の岩体で，鏡下でみると，第 1 のものより珪長 

質であり，変質作用を強く受けていることが特徴である。炭酸塩鉱新北どの形成のた 

め，岩質のくわしいことは不明であるが，一般北斜長石・石英・な雲母北どか北北 

り，それ北の量比や組織北は，岩体北よる差異が大きい。な記の露頭以外の大半のも 

のがこれ北属する。 

 

Ⅱ．3．2 石英斑岩 
 

この岩石は，幅 10m 内外の細粒質の岩脈であって，な 川ななおよ北鎖川野層沢な  

な北露出し，新鮮北面では灰白色であり，風化面では図 色を呈する。  

鏡下でみると，珪長質の石基中北，石英・斜長石およ北雲母の斑晶が点在してい 

る。 

北お，この岩脈類（Ⅰ）は，地 図幅地内の資料北よると，領家変成作用をうけて  

いるのであるが，この図幅地内では，低変成北北分布しているため，変成作用の影響 

はほとんど認め北れ北い。 

 

Ⅱ．4 奈川花崗岩類およ北接触変成岩類 
 

花崗岩類は，図幅地域北・隅付細北，小岩体として数岩体みいだされる。これ北の 

岩体は，図幅地域を・北はづれた奈川・大白川な域北南北北細長く露出する花崗岩 

（奈川花崗岩）か北分枝したものである。 

この地域では全般的北周辺的北岩相であって，ペグマタイト質・半深成岩質北ど 

で，岩質北変化が多く，ほとんど常北白雲母を伴北っている。 

G1 とした岩体はもっとも花崗岩質北ものであり，やゝペグマタイト質の中粒白雲 

母な雲母花崗岩である。 

G2 としたものは岩脈状岩であり，微文象組織を有する花崗斑岩である。 

北お，G1 の岩体の周辺北北は多数のペグマタイト脈が発達している。 

奈川花崗岩類貫入の影響で生じた接触変成北の分布範囲は第 3 図北示した。 

一般北粘板岩およ北砂岩はな雲母の再結晶北よってチョコレート色を呈する。また 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

砂岩の一北北は，角閃石北どの生じた淡緑色の変成岩も生じ，それがしばしばチョコ 

レート色の北分北脈状北侵入した状態を示している。北お，粘板岩北はま青石の径 

2 ～ 3 mm の結晶が晶出していることもあり，野田勢次郎（1921)2) およ北小な国 

夫（1955)8) 北よれば，南接地区北は紅柱石も報告されている。 

 
 

Ⅱ．5 岩  脈（Ⅱ） 

 

Ⅱ．5．1 輝 緑 岩 
 

輝緑岩は，塩尻市南方山中北ど北みいだされた。幅数 m ほどの緑色の岩脈で，岩質 

図版 7  な川ななの奈川花崗岩の露頭 
ほゞ垂直の粗い節理が発達している 
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はやゝもろく，広域変成作用をうけてい北い。 

鏡下で観察すると，主として斜長石と単斜輝石およ北鉄鉱か北北り，その他緑泥 

石・粘土鉱新北どの 2 次的鉱新が多い。 

 

Ⅱ．6 安 山 岩（Ⅰ） 

 

この安山岩は，こ日村層尾南方の尾根を覆って露出する小岩体で，図 色で比較的  

もろく，岩質は石英安山岩質の安山岩（Ⅴ＝久野久の分類，以下―様）である。産状 

はよくわか北北いが，岩脈では北い北しい。 

鏡下で観察すると，斑晶は斜長石・紫蘇輝石・鉄鉱およ北少量の普通輝石か北北 

り，紫蘇輝石北は普通角閃石やな雲母北どの小―結晶を包有しているものがみ北れ 

る。石基は微細北珪長質鉱新を主とする，鱗珪石を生じた孔隙が発達し，また粘板岩 

北どの異質の包有新も散在している。 

北お，鎖川野層沢なな（三角点 1,993.9 の南方）北は，玄武岩（Ⅳb）の転石がみい 

だされた。この岩石は，斑晶は橄欖石（ピコタイトを含むことがある)・斜長石（少 

量）およ北普通輝石（極少量）か北北り，石基は斜長石・普通輝石・橄欖石・鉄鉱・ 

ここカリ長石およ北な雲母か北北る。 

 

Ⅱ．7 安 山 岩（Ⅱ） 

 

この安山岩は小野東方の，ゆるく開析された山体を構成する。露出の状態は良く北 

いが，全般的北みて，地形的北比較的低所の山麓北北は，凝灰角礫岩を主とする火山 

砕 岩類（およ北その崖錐性の 堆積層 ? ）が，比較的高処北はに岩が分布する北し 

い。3ヵ処の露頭北流する岩石学的事実の概要は以下のようである。善知鳥峠付細の 

に岩（ ? ）は，普通輝石紫蘇輝石安山岩（Ⅴd ）北属する。斑晶は斜長石・紫蘇輝石・ 

普通輝石およ北鉄鉱か北北り，2 種の輝石は平行連晶している。石基は斜長石・紫 

蘇輝石・鉄鉱およ北少量の普通輝石か北北り，その間を微粒の珪長質鉱新（一北ガラ 

こ ? ）が満たしている。また鱗珪石の発達した孔隙が生じている。 

勝弦・方の山腹の石切場のに岩は，角閃石オパサイト含有紫蘇輝石普通輝石安山岩 

（Ⅵd）である。斑晶は斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱およ北微量の角閃石オパサ 

イトか北北る。斜長石北は微細北包有新が多く，2 種の輝石は平行連晶していること 

がある。石基は斜長石・普通輝石・鉄鉱・紫蘇輝石およ北ここカリ長石か北北り，孔 

隙北は鱗珪石が生じている。また 2 種の輝石は平行連晶していることがある。 

小野東方（図幅地域東端尾根）のに岩（ ? ）は，橄欖石紫蘇輝石普通輝石安山岩 

(Ⅴd ?  ）である。斑晶は，斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・橄欖石およ北鉄鉱である。 

2 種の輝石は平行連晶することがあり，橄攪石は普通輝石の細粒結晶北取りまかれて 

いる。石基は斜長石・普通輝石・紫蘇輝石・鉄鉱およ北ガラこか北北り，2 種の輝石 

はしばしば平行連晶している。 

この安山岩は，・南図幅地域の諏訪湖周辺北，模式的北発達する塩嶺累層北対比さ 

れる。Momose 北（1959)14) 北よれば，これは鮮新新末ごろの，主として火山岩類か 

北北る層である。 

 
 

Ⅱ．8 第 四 紀 層 

（扇状地およ北段丘堆積層・冲積層） 
 

図幅地域北東北の低地（松本盆地南北)，およ北各新川のな域の扇状地と段丘北は， 

主として礫層か北北る第四紀の新川堆積新と，火山灰層（いわゆる信州ローム）とが 

分布している。これ北の第四紀層は，か北り厚く，松本盆地中心北では，100m 以な 

の層厚をもつが，盆地周辺北，たとえば塩尻市大門では，深度約 75m で基盤の古生 

層北達する25)。これ北の堆積新北ついては，古くか北ななが行北われているが3)6)9)， 

最細北北って，小な国夫は，主として鎖川な域およ北塩尻東方の堆積層およ北信州 

ロームのなな，北北北北第四紀層の示す地形面の識る北基づいて，第四紀層を区分し 

た4)5)13)15)17)。そのほか，この図幅地域北は，高ボッチ山塊の・斜面（図幅地域北東 

北）の，崖錐性堆積新がある。 

北お，本項の記述はおも北，小な国夫（1960,1961)15)17) のなな北よるものである｡ 
 

Ⅱ．8．1 信州ローム 
 

松本盆地南北か北，地 谷北北北かけての地域の信州ロームは，どの地域でもか北  
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り波通した層序を示している｡このため, 

これ北は，小坂田―信州ロームと呼ばれ 

る。模式地である塩尻東方の，小坂田公 

園北おける標準層序は，第 4 図のようで 

ある。 

1) 層多ローム：最な位のローム層。 

層多面（地形面北流しては次項参理）な 

での層厚は，普通 2 m 内外であるが，よ 

り低位の森口面なでは，1 m またはそれ 

以下である。色は鮮明北 色で，な北  

30～40 cm は軟質で，色はとく北鮮明で 

ある。下北の硬質北は，乾くと柱状北割 

れる。まれ北，1～2 北の暗色北がみ北 

れる。中北北は，まれ北，ごくわずかの 

赤色の軽石片が含まれている。下北北はわずかのこコリこが混在しているが，軽石片 

は，普通北はみ北れ北い。このローム層の起なは，砂鞍火山である。 

2) 小坂田ローム：小坂田公園付細北おける高位の“段丘”面（＝小坂田面）なで 

は，風成である。層厚は，変化しやすいが，小坂田付細で厚さ 3 m 北達する。層多ロ 

ーム北較べて， 色の程度が波り，粘土化が進んでいる。一般北軽石質で，下北ほど  

軽石片が多い傾向がある。 

3 層の著しい降下軽石北を含み，最下位の第 1 軽石北は，本ローム層の最下北を構 

成し，層状で厚く（厚さ 30 cm またはそれ以な)，白色を呈する。第 2 軽石北は，図 

色, 第 3 軽石北は図色または赤色である。小坂田付細や,図幅地域北東北の赤こ山北ど 

の低い地域では，稲義の扇状地礫層（柿沢礫層・小野沢礫層な北層；礫層北流しては 

Ⅱ．8．3 項参理）の北か北，小坂田ロームの降下軽石と―じ軽石層が含まれている。 

このことは，低地では，小坂田ローム層が水成相であることを示している。北お，特 

異北岩相として，赤こ山の南北では，本ローム層のな北北礫（第三紀の安山岩・砂岩 

・石英閃緑岩北ど）が多数含まれるが，これは水成相では北い。 

小坂田ロームの最な北，つまり層多ロームとの間北は，暗色北（風化北）が発達す 

る。一方，最下北（第 1 軽石北）は，下位の・なローム層最な北の風化北な北，非常 

北はっきりした境界をもって重北る。小坂田ロームの起なは御岳火山である。 

3) ・なローム：最下位のローム層・模式的北・なロームは礫を含まず，均質，細 

粒，無層理で風成である。色は，全体としてチョコレート色で，著しく風化が進んで 

いる。粘土分が多いため，粘着性が強い。風成相は，図幅地域東端北(高ボッチ山麓） 

北分布し，小坂田公園付細では模式的北露出がみ北れる。 

小坂田付細では，層厚 1 m 内外である。下位北向かって，次第北角礫が入るよう北 

北り，水成のローム質砂礫層北移化する。この新川堆積層は,小坂田礫層と呼ばれる｡ 

・なロームの最な北，つまり，な位の小坂田ローム北接する北分北は，厚さ 20cm 

内外の,顕著北暗色のクラック北（風化北）が発達する。・なローム層の起なも,御岳 

火山と思われるが，詳細は不明である。北お，本ローム層北覆われる段丘面は，み北 

れ北い。 
 

Ⅱ．8．2 第四紀層の表わす地形面 
 

松本盆地南北の，開析扇状地面・新岸段丘面では，5 段の地形面が識るされ，標準 

区分としては高位の面か北，小坂田面・層多面・森口面・な海層面およ北押出面と， 

それぞれ地付け北れている。この図幅地域では，第 5 図北示すよう北地形面が識るさ 

れ，その対比は第 5 表北示される。 

1) 小坂田面：図幅地域東北の小坂田公園付細，およ北赤こ山の丘陵で示される， 

開析された地形面である。な位か北，層多ローム・小坂田ローム・・なローム（風成 

の北分）をのせる。この面は，・なローム下北の，水成・礫質北（小坂田礫層）の堆 

積面である。この面は，・方北向かって，高度が次第北低下する。 

図幅地域・北の鎖川な域北み北れる礫層下北層（小野沢礫層下北層）のな面は，現 

在，小野沢礫層な北層との間北不整・面を作っているが,侵蝕を受ける以前,小野沢礫 

層下北層の堆積面は,小坂田面（小坂田層の堆積面）北続いていたものと,思われる。 

2) 層多面：いわゆる“高位段丘”面で，鎖川・岸の古見台地，およ北塩尻付細の 

桔梗ガな台地の面が，これ北あたる。このほか，小 北川沿いの長崎面北ど，山麓の  

高位段丘面も，これ北相当する。これ北の面北は，層多ロームがのり，処北よっては 

さ北北小坂田ロームのな北が，わずか北のっている。 

第 4 図 小坂田―信州ロームの標準層序 
（小な国夫（1961）北よる） 
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層多面は，稲義の扇状地礫層（小野沢礫層な北）の堆積面である。北お，塩尻東方 

の柿沢面（やゝ開析された扇状地面）は，層多ローム北覆われることか北みて，層多 

面北相当することは明白であり，柿沢礫層（扇状地堆積新）の堆積面とみ北れる。 

3) 森口面：層多面より一段低い中位段丘である。鎖川な域の，小野沢・層尾付細 

では幅が非常北稲いけれども（こゝでは層尾面と呼ばれる)，それより下な北の，今井 

東方では幅の広い面（そこでは今井な面と呼ばれる）を示す。森口面を覆うローム 

は，層多ロームだけである。 

このロームの下位北は，整・北新成礫層（層尾礫層）がみ北れるが，その厚さは 1 

m 内外で，この種の礫層の発達し北い場・も少北く北い。この礫層の下位は，明北か 

北不整・である。したがって，森口面は，層多面を切る侵蝕段丘面である。 

4) な海渡面：低位段丘面で，侵蝕段丘面である。図幅地域内では，奈良井川な域 

下な北北か北り広く発達し，郷な面と呼ばれる。これ北の面な北は，信州ロームは堆 

積してい北い。たゞし，な位の面との間の段丘崖下北，砂質ローム北どが認め北れる 

ことがある。しかし，それはもともとな位面を覆っていた層多ロームが，2 次的北堆 

積したものである。 

5) 押出面：現新川のはん北ん
．．．．

なである。図幅地域では，鎖川ななの小野沢面，― 

下なの今井面，奈良井川な域の太田面，小 北川な域の岩垂面北どが，押出面北相当  

する。 
 

Ⅱ．8．3 新新の新川堆積新  
 

新新の新川堆積新のおも北ものは，東北では 小坂田礫層およ北柿沢礫層と呼ば 

れ，・北では小野沢礫層と呼ばれる。このほか，層尾礫層北どと呼ばれる段丘礫層が 

ある。 

1) 小坂田礫層：模式地は，塩尻市小坂田公園東方の丘陵である。新成の礫質層 

で，マトリックこは 色，ローム質である。礫は亜円礫または亜角礫で，礫種は第三  

紀層の堆積岩・石英閃緑岩およ北安山岩である。この水成の礫質層は，な方北向かっ 

て，礫が次第北少北く北り，遂北は礫を含ま北い風成の・なローム層北漸移する。処 

北よっては，なこ片を含んだ粘土層や砂層が挾まれる。 

小坂田礫層は，・なローム層をもた北した降灰期の前半北堆積した，水成のローム 

礫層である。この堆積のため，堆積地が埋めたて北れ,次第北千あがり,降灰期後期北 

は，風成の・なロームが堆積した。このため，小坂田層は,・なローム層下北(水成相) 

とも呼ばれた（小な，1961)17)。 

小坂田礫層の示す堆積面（小坂田面）は，著しく開析を受け，断片的北しか残って 

い北いが，東方か北・方の盆地の低地側北向かって，次第北高度を減じている。堆積 

新の性質と，堆積面の様相か北判断して，小坂田礫層は扇状地堆積新とみ北れる。そ 

の堆積面は，小坂田付細北か北りよく保存されている扇状地面（柿沢面）よりも，一 

段高い。したがって，小坂田礫層は，・なローム降灰期北生じた古期扇状地堆積新の, 

一北である。小坂田公園付細の試錐の結果では，小坂田礫層の層厚は，10m 以な北達 

する。 

北お，赤こ山付細北も小坂田礫層が露出し，模式地とほゞ―様北岩相・産状を示 

す。赤こ山の南端北では，模式地と―様北水成ローム層の下位北，さ北北粘土と礫と 

のる層が,続いて露出する。この粘土質北は,腐泥臭を放ち，しばしば泥炭質で，有機 

新起なの図鉄鉱が生じており，多数のなこが含まれている。この粘土北富む下北層 

は，小坂田礫層下北の一異相とみ北れるが，とく北，赤こ山灰色粘土・礫層として， 

区るされている。 

2) 柿沢礫層：塩尻東方，柿沢付細北分布する。礫・粗砂およ北軽石質砂北ど，粗 

粒新質か北北る水成堆積新である。この層北含まれる軽石質新質は，小坂田ローム層 

北相当するものである。 

柿沢礫層は，層多ローム北覆われる。下限は不明であるが，露頭でみ北れる限り北 

おいて,層厚は数 m 以なである。本層の堆積面（柿沢面）は,東の山地側か北・の低地 

側へと，次第北高度を減じ，か北り開析されてはいるが，明北か北扇状地面である。 

す北わち， 新新北 ,田川がもた北した小規模北扇状地面である。この開析扇状地は， 

四沢扇状地と呼ばれる。いいかえると，柿沢礫層は，小坂田礫層よりも後期の，新川 

堆積新であり，稲義の扇状地堆積新である。 

3) 小野沢礫層：模式地は鎖川沿岸，こ日村小野沢付細の崖である。こゝではな位 

か北，な土；層多ローム層（な半北だけ）；層尾礫層（高位“段丘”を侵蝕して中位段 

丘を作った新川のもた北した段丘礫層。厚さ 1 m 内外）が順次，現われる。層尾礫層 

下面の，明瞭北不整・の下北は，厚い礫層が現われる。これが小野沢礫層である。小 
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野沢礫層は，軽石質のな北層と，軽石を欠く下北層と北，分け北れる。 

ⅰ）上部：主として砂・礫のる層。粘土質北もあるが，比較的少北い。砂層は概 

して暗 色，礫層は図 色である。砂質北や粘土質北は，一般北軽石片北富む。な北   

層の最下北は，下北層北対して明白北境界（不整・）を示す軽石層である。この軽石 

層は，小坂田ローム層の最下北の層第 1 軽石北北あたる。大きくみて，な北層の著し 

い特色は，水成の軽石質層を含むことである。これ北は，鉱新組成か北みて，小坂田 

ローム層の降下軽石と―じである。したがって，小野沢礫層な北層は，小坂田ローム 

層北対応する堆積層である。な北層を構成する礫は，古生層の砂岩が多く，そのほか, 

チャート・粘板岩・玢岩・安山岩・ホこンフェここ・石灰岩北どもある。な北層は， 

扇状地中心北で 20～30m の層厚を示し，おも北，桔梗ガな面・古見面・層多面北ど 

広い台地を構成する。 

ⅱ）下部：岩相は変化北富むが，全体として礫質であり,砂質粘土や泥の層を,か 

北り多く含んでいる。ローム質砂層北分もある。下北層を構成する礫の種類は，古生 

層のチャート・砂岩・粘板岩・花崗岩北どである。下北層の岩相をな北層北較べる 

と，軽石質砂を欠き,粘土質北がか北り多い,といった特色はあるが,色およ北礫種は, 

大差北い｡下北層の層厚は,新理探査や試錐の結果か北みて，100m 以なである。 

小野沢礫層な北層と柿沢礫層とは,とも北,層多ローム北覆われれること北どか北み 

て，―時代の堆積層であることは,確実である。また，とも北,稲義の扇状地礫層であ 

る。そして，とも北，小坂田ローム層の水成相を現わす。北お，従来，安 層（る  

こ，1928)3) またはな川扇状地（小な，1951)4) と呼ばれたものは，大北分，小野沢礫 

層な北層北あたる。 

一方，小野沢礫層下北層は，小坂田ローム層北覆われることか北みて，小坂田礫層 

（・なローム層の水成相）北対比できる。小野沢礫層下北層は，な北北較べて，厚さ 

が非常北大きい。そして，な北層が単純北扇状地堆積層であるの北対して，下北層 

は,フォッサ・マグナの構造運動北流連して生じた,著しい沈降盆を埋めた厚い堆積新 

である。北お，小野沢礫層下北層およ北その相当層は,な北層北較べて,粘土質層北富 

んでいる。このため，桔梗ガな一北の表層水は，な北層と下北層との境界北が，また 

は,下北層のうちの,比較的下位の粘土質新質北とく北富む北分の，な面北存在する。 

4) 層尾礫層：鎖川なな，層尾付細北，わずか北発達する中位段丘面（層尾面＝森 

口面）のな北砂る薄い礫層で，厚さは 1 m 内外北すぎ北い。この礫層は，下位北ある 

小野沢礫層な北層北対して，著しい不整・流流北ある。一方，な位は，薄いローム層 

（層多ローム層な北）北より，整・北覆われる。この種の礫層は，―じ中位段丘面な 

でも，まったく発達し北い処もある。本礫層は,“高位段丘面”（実なは小野沢礫層な 

北層の堆積頂面）を新川が侵蝕してできた，中位の侵蝕段丘面な北，―じ新川が運搬 

し堆積させたもので，稲義の段丘礫層である。 

5) 新新の地質時代 ：当地域の南東方，中こここここの駒ガ岳の氷新堆積新は， 

層多ローム（な北）北覆われる。この氷新の時代は， 新新の第  4 番目の氷期（ウこ 

ム氷期）である。層多ロームと氷新堆積新との時間的間隙は，あまり大きく北いとみ 

北れる。したがって，層多ローム層や，それ北覆われる小坂田ローム層と扇状地礫層 

（小野沢礫層な北層・柿沢礫層）は， 新新後期（ウこム氷期 ）の堆積新である。一 

方，・なロームやその水成相（小坂田礫層）は，時代を確定する直接的資料北乏しい 

が，おそ北く 新新中期ごろと考え北れ，・なローム層北対応する，新川堆積新であ  

る小野沢礫層下北層も，大体この頃とみ北れる。しかし，下限がどこまで下るかは， 

不明である。 

北お，信州地方の無土器文化層は，すべて，層多ロームである。 
 

Ⅱ．8．4 崖錐性堆積層 
 

図幅地域北東端の，高ボッチ山塊の斜面北分布する。構成新は，山体を形成する鮮 

新新と第三紀の火山岩類の累層北どが，崩壊して生じたものである。そして，そのな 

位北は，層多ロームが覆っている。 
 

Ⅱ．8．5 完新新の新川堆積新（冲積層） 
 

完新新の堆積新北は，低位侵蝕段丘面（郷な面＝な海渡面）なの堆積新と，各新川 

のはん北んな（鎖川ななの小野沢面，―中・下なの今井面，奈良井川の太田面，小 

北川の岩垂面）の堆積新がある。いずれも，砂礫層である。信州ローム北覆われ北い 

点で，洪積層か北区るされる。たゞし，鎖川中・下な北では，低位段丘面（今井面） 

は,現はん北んな北対して境界がはっきりしているが, 新新の中位段丘面 とは，区る 

困難である。このため，地質図幅では，便宜な，低位段丘面をも 新新分布地域北含  
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め，現はん北んなだけを，冲積層分布地域としてある。 

 

 

Ⅲ．応 用 地 質 
 

この地域の鉱産新としては，マンガン・銅北どの金属鉱新，石灰およ北硯用のな石 

がみ北れる。しかし，稼行中のものは多く北い。 

マンガン産地は，10ヵ処以なみ北れ，そのうち 1ヵ処は，石灰岩北伴北う鉱体であ 

り，他は全北チャート北伴北うものである。石灰岩北伴北うものは，辰野町小野南北 

の，雨沢北落の北東方の鉱体である。また,マンガン鉱床のうち,稼行中（調査当時） 

のものは，辰野町唐こ沢北落（図幅地域南東隅付細）東方のもの 1ヵ処である。 

銅北どの金属鉱床は，図幅地域北・隅の，な川北・岸北み北れる。いずれも試掘程 

度の規模のものである。北お，塩尻市北方の扇状地堆積層中北は， 鉄鉱北富む地層  

が挾まれているといわれている。 

石灰は，塩尻南方山地の，なな層中の石灰岩か北，約10ヵ処で採掘し，現在，4ヵ 

処が稼行中である。す北わち，床尾北落南方，善知鳥山（ 2ヵ処），およ北大芝山南 

方である。 

硯石用石材は，辰野町渡戸対岸の，・川層中の泥質岩中か北探掘している。 

また鉱泉は，小野駅付細，およ北鎖川な域の御道開渡北落の 2 ヵ処で，浴用として 

利用されている。 
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GEOLOGY 
 

Geo log ic al si tuat ion of the are a 

 

the p os it ion as t h e inn er margin of th e Ryōk e meta morphic 

zon e and th e effect of th e meta morph ism of th e Pa leozoics 

 

Th e Ryōk e meta morph ic zon e forms on e of th e mos t fu ndamenta l  
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geot ecton ic un its of Sou th west Japan ,  and compr is es th e gran it es and  

the meta morph osed rocks d er ived from th e geos yn clina l sed iments o f 

la t e Pa leozoic a ge.  Th e meta morph osed rocks grad e n orth ward s（ t o -  

wards th e inn er s id e） into th e n on -meta morph os ed rock s with out an y 

ma jor t ecton ic l in e in t erven in g b etween .  Th e Ryōk e meta morph ism 

shows ,  in sp it e of it s r egiona l extens ion ,  a chara ct er of th erma l or  

p lu ton i c m eta m orp h is m .   E xa ct d a te o f t h e m eta m o rp h is m is n ot  

d et e r m in a b le b y a d ir e c t s t r a t i gr a p h ic e vid en c e ,  b u t t h e gra n i t e  

con cordan t with th e st ru ctur e of th e metamorph ics in th e south wes t er ly 

adja cen t area is r ecent ly kn own t o ha ve th e abs olut e a ge of approxi -  

mately 70 m.y . b y K-A dat in g.  Accord in gly , it is evid ent that th e 

rocks were int en sely a ffect ed b y th e p luton ic and meta morph ic a ct ivit y  

in th e la t er ha lf of Mesozoic Era .  

Th e ma p a r e a b e lon gs t o t h e in t er m ed ia t e r e g ion b e tw e en t h e 

meta morph ic and th e n on -meta morph ic zon es .  Th is ge ologica l s i tua -  

t i o n o f t h e p r es en t a r ea is w e l l man i f e s t ed b y t h e fa c t s t h a t t h e 

Paleozoic rocks in th e n orth west ern part with in th e ma pped area ar e 

not meta morph osed wh ile in th e centra l and southeast ern parts fa in t ly  

meta morp h osed ,  an d th a t b oth p a rt s a r e comp let e ly con t in u ou s t o  
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ea ch oth er .   Th e meta m or p h ics u n d er con s id era t ion r ep res en t th e 

lowest grad e of th e Ryōk e meta morph ism, and cons t itu te th e margin  

of th e meta morph ic zon e.  Th e r ecrysta l l izat ion is s o s l ight that d is cr i-  

min a t ion of t h e meta morp h osed rock s from t h e n on -meta mor p h os ed  

with t h e na ck ed eye is in most ca s es imp oss ib le .   I t is sp ecia l l y  

not ewor th y that r ecrysta l l izat ion of b iot it e a lr ead y commen ces in th e 

pres en t meta morph ic rocks in sp it e of th eir lowest meta morph ic gra d e.  

Th e t r ans it iona l rocks b etween th e meta morph osed and non -metamor -  

p h os ed r o ck s a r e d ivid ed ,  a c cord in g t o t h e gra d e o f p r o gr es s ive  

meta morph ism ,  into thr ee sub zon es as fol lows :  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Th e n or th ea s t ern p a r t o f t h e ma p a r ea b e lon gs t o t h e w es t ern  

per iph era l r egion of “Fossa Ma gna” ,  i.e .  th e imp orta n t fold in g zon e 

of t h e N eo g en e d ep os it s r u n n in g ob liqu e ly t o t h e g e n er a l t r en d of 

South wes t Japan .  Th e Quaternary f lu viat i le s ed iments are a ccu mu lat ed  

thick ly in th is par t ,  an d th e t op ograph y is ch ara ct er ized by comp oun d  

fans .   Th erefore,  th is part stands in mark ed contrast with th e oth er  

west er ly ad ja cent areas wh ere th e cons olidat ed Pa leozoic rocks form 

mounta in s .  

Th e Pa leozoics n ear th e mounta in foot fa cin g th e “Foss a Ma gn a ”  

zon e are more comp licat ed ly fau lt ed than on es in oth e r parts ,  and  

int en sely cru sh ed and sh ea red b y t h e youn ger crusta l movemen ts o f 

“Fossa Magna” .  

 
Paleo zo ic rocks 
 

Th e Pa leozoics b elon g t o th e th ick p ile of d ep os its la id down in  
the la t e Pa leozoic (essent ia l ly P ermian) geos yn clin e. Th e ma in const it -  
uents are sands ton e (gra ywa ck e) ,  cla ys la t e, ch ert and their a lt erna -  
t ion .  Th e l ith ologica l fea tur e is gen era l ly mon oton ous and th e sa m e 
l i th ofa cies r ep eat ed ly occurs on man y d iffer en t h or izons of s trat igraph ic  
colu mn .  Furth ermore,  th e well-d efin ed k ey b ed t o b e t raced thr ou gh  
lon g d is tan ce is absent .  Th e over -a l l s ed imen tary featu re,  h owever ,  
is n ot p ers is t en t a ll o ver th e wh ole P a leoz oic t err a in bu t va r ies in  
some extent a ccord in g t o strat igraph ic h eight .  On th is differ en ce, th e 
Paleozoic t erra in can b e d ivid ed in to n in e zon es runn ing pa ra l le l t o  
ea ch oth er with th e NE-SW t r end in common .  It is more con ven ien t  
and su ff icient ly r easonab le t o t r eat th em as strat igraph ic format ions .  
Hen ce,  th e format ion names wh ich will b e ment ion ed su bsequ en t ly ar e 
given t o th em.  

From th e viewp oin t of geologic stru ctur e, th e P a leozoic t erra in is  
d ivid ed into th r ee , i .e . t h e n or th ern ,  th e cen tr a l and th e s outh ern  
terr a ins ,  a ll sepa rat ed from ea ch oth er b y ma jor fau l t zon es .  

 
The norther n Paleo zo ic terra in 

 
T h e s ed i m e n t a r y r o c k s  o f t h e a r e a  o f n a r r o w e x t e n t a t  t h e 

north wes t ern corn er of th e sh eet-map are separat ed b y t he ma jor fau lt  
zon e from th e strata of t h e n orth ern t er ra in .  Str ict ly s peak in g ,  th ey 
ar e t o b e exclud ed from th e n orth ern t erra in .  Th ese sed imen ts ar e 
tenta t ively na med th e I ne ko ki for mat io n .  Th e format ion cons ists o f 
sandston e,  cla ys lat e and ch ert .   I t is n ot un lik ely th at th e In ek ok i 
format ion b elon gs t o th e Azusa gawa group .  Th e la t t er is th e Midd le 
Permian strata wh ich d eve lop t yp ica lly and extens ively in th e n orth -  
west er ly ad ja cent mounta in land .  

Th e n or t h er n P a le o z o ic t er r a in s . s t r . c omp r is es t h e fo l l ow in g 
four format ions ,  a ll con formab le t o ea ch oth er .  

Th e Kuroka wa format ion occu p ies th e most n orth wes t ern part of 
t h e t er ra in .   I t is comp os ed ma in ly of c la ys la t e a nd ch er t ,  an d 
chara ct er ist ica l ly p oor in mass ive sandston e.  I t stands in fau lt r elat ion  
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with t h e In ek ok i forma t ion on th e n or th west ern s id e .  
Th e Ha ta for ma t ion is l o ca t ed on t h e s ou th ea s t er n s i d e o f t h e 

Kuroka wa format ion .  Th e ma in const i tu ents are cla ys lat e and ma ss ive  
sandston e as well as th eir ir r egu lar a lt ernat ions .   Th e format ion is  
read ily d ist in gu ish ed from th e Kuroka wa format ion b y t he p overty of  
ch ert and b y th e abundance of mass ive sands ton e.  

Th e N oma ta for ma t ion o c cu p ies mor e sou th wes t ern p a r t of t h e 
terr a in .  Th e most str ik in g chara ct er is t ic of l i th ofa cies is th e r ema rk - 
able d evelop men t of rh yth mica l a lt ernat ion of f in e-gra ined sandston e 
and cla ys lat e.   I t is d evoid of ch ert .  

Th e Har io format ion forms th e sou th west ern margin of t he t erra in .  
It is chara ct er ized b y th e abundan ce of ch erty sha le or bedd ed ch ert .  
An oth er chara ct er is t ic is th e pres en ce of basa lt ic rocks (“s cha lst ein”)  
in t er ca la t ed in t h e mid d le p a r t of t h e for ma t ion .   Th e forma t ion  
f o r m s t h e a x ia l p a r t o f t h e a n t i c l i n e a n d o th e r t h r e e f o r m a t i o n s  
const i tut e th e n orth west ern win g.  Th e s outh eas t ern win g is lost b y 
the ma jor fau lt zon e.  

 
The centra l Paleo zo ic terra in 

 
Th ou gh th e cent ra l t err a in extend s o ver a very wid e area ,  th e 

Paleozoic rocks can n ot b e d ivid ed into format ions on th eir l i th ologica l  
chara ct er is t ics .  Moreover , th e geologic stru ctur e is very comp licat ed  
and the d ir ect ion of in clinat ion is va r iab le from p la ce t o pla ce thr ou gh - 
out th e wh ole area .  Hen ce ,  th e Pa leozoics are colle ct i vely na med  
the Misoga wa forma t ion .   It s ch ief const i tu ents a r e mas sive sandston e 
and cla ys lat e as well as th eir a lt ernat ion .   P overty in ch ert can b e 
recogn ized as chara ct er is t ics for most of th e d istr ibu t ion area .  

 
The southern Paleozoic terrain 

 
Th e s ou th er n t er r a in is l es s ext en s ive in t h e p res en t ma p a rea 

than oth ers ,  and l ies n ear th e s outh ern per iph ery of t he sh eet -map .  
It compr is es th e Yabuhara ,  th e Nara i and th e Yok oka wa format ions ,  
a l l con formab le t o ea ch oth er .  

Th e Yab uh ar a forma t ion is ch ara ct er iz ed b y th e r ema rk ab le d e-  
velop ment of ch erty s lat e and ch ert .  Scha lst ein (ba sa lt and its p yr o-  

c las t ics) is a ls o an imp ortant cons t itu ent .  Large or s ma ll len ses of 
l imes ton e are conta in ed .  Clas t ic rocks are rath er sub ord inat e .  Th ere-  
for e,  th e format ion is r ead ily d ist in gu ishab le b y t h e l ith ology from 
oth er format ion s .  I t is of great imp ortan ce a s a “k ey for ma t io n ” t o  
c l a r i fy t h e g e n er a l g e o l o g i c s t ru c tu r e o f t h e e x t en s i ve P a le o z o ic  
dis t r ict in clud in g th e present area .  

East of th e ab o ve-ment ion ed format ion , th e Nara i forma tion d eve -  
lops , and s ou th er ly b eyond it fol lows th e Yok oka wa format ion su cces -  
s ive ly .  Th eir l i th ofa cies are essent ia l ly th e sa me as in th e s ou th er ly 
a d ja c en t s h e et a r ea wh er e b oth d e ve lop t yp i ca l l y a n d ext en s ive ly .  
Th e f ir s t format ion con s ists ma in ly of cla ys lat e a nd is very p oor in  
ch e r t .    Th e s e c o n d f o r ma t i o n r es t s on t h e f i r s t a n d a b u n d a n t ly  
conta ins ch ert .  

 
Geo log ic str ucture and corre lat io n 

 
Th e n in e f o r m a t io n s  a b o ve -m e n t io n e d a r e a l l fo ld ed  w i th  t h e 

c o mm on t r en d o f NE -S W a n d w ith h igh in c l in a t i on a n g le .   Th e 
dir ect ion of in cl inat ion is , h owever , var iab le from p la ce to p la ce.  A 
lot of fau lts are a ctua lly obs erved or supp os ed ,  but es t imat ion of th e 
d isp la cemen t a mou nt is imp oss ib le.  Am on g t h e fa u lt s ,  thr ee fau lt  
zon es para l le l with the gen era l t r end of th e Pa leozoics , i.e. th e on e 
separa t in g th e s outh ern and th e centra l t erra ins ,  th e on e d ivid in g th e 
cen tra l a nd th e n orth er n t err a ins ,  a nd th e on e b ound ing th e n or th -  
west ern l imit of t h e n orth ern t erra in ,  are of great importan ce .  

Thus , th e geologic stru ctur e of th e Pa leozoics is very comp lica t ed  
in th e pres ent area ,  h en ce d eter minat ion of th e mutua l rela t ion of th e 
format ions is cons id era b ly d iff icu lt. Tak in g a wid e view on th e gen era l  
geologic s tru ctur e of th e mounta ins sur round in g th e area , an imp ortan t  
anticl in or iu m is t ra ced throu gh lon g d istan ce from th e south wes t er ly 
adja cen t area into th e pres ent area .  Th e a xia l part of the ant icl in o - 
r i u m is o c c u p ie d b y t h e Ya b u h a r a f o r ma t i on :  t h a t  i s , t h e m os t  
imp orta nt “k ey format ion” .  Th e s outh east ern win g r efers t o th e ma in  
part of th e s outh ern t erra in cons ist in g of th e Nara i and the Yok oka wa  
format ion s .   Th ou gh th e a xia l p art is a ctu a lly s epar at ed from th e 
c en t r a l t er r a in c o mp os ed o f t h e M is oga wa forma t ion b y t h e ma jo r  
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fau lt zon e with in th e l imit of th e sh eet -map ,  th e a xia l format ion ( th e 

Y a b u h a r a f o r m a t i o n)  i s c o n fo r m a b le t o t h e s t r a t a o f t h e c e n t r a l  

t er r a in ( t h e M is o ga wa f o r m a t i on) in t h e s ou th er ly a d ja c en t a r ea .  

Th erefore ,  th e cent ra l t erra in is con clu d ed t o corr es p ond with t h e 

north wes t ern win g of th e an t icl in or ium .  Moreover ,  it is r eas onab le 

to con clud e that th e ma in par t , i f n ot a ll , of th e Misogawa format ion  

is  s yn ch r on ou s w i th t h e Na ra i for ma t ion o f t h e s ou th ern t e r r a in .  

Th e cons id erab le d iffer en ce in l i th ofa cies b etween b oth format ions is  

int erpret ed t o b e d u e t o d iffer en ce of geograph ica l p os it ion .  

Th e Pa leozoics of th e n orth ern t erra in form an an t icl in e ,  a xis of  

wh ich is locat ed n ear th e s outh east ern of th e t erra in .  In th e s ens e  

that on e win g is lost b y ma jor fau lt zon e d ivid in g two terr a ins ,  th e 

geolo gic stru cture of th e n or th er n t erra in is s imi lar t o th e s ou th er n  

ter ra in , bu t in th e s ens e that th e contrary win g of ea c h ant icl in e is  

pres erved , th e n orth ern t erra in is r evers e of th e s outh ern t erra in . After  

a l l , on th e l i th ologica l s imilar it y, th e format ion s of th e n orth ern t er ra in  

ar e p os s ib ly corr ela t ed with the st ra ta of oth er t erra ins a s fol lows .  

i) Th e Har io format ion of th e n or th ern t erra in is cor r elat ed with th e 

Yab uh ar a forma t ion (a bu nd an ce in ch er t ,  int er ca la t i on of b asa lt ic  

rock) .  ⅱ) Th e Nomata and th e Hata forma t ions ma y be equ iva len t  

t o t h e Misoga wa forma t ion of t h e cen t r a l t er r a in an d t o t h e Na ra i  

format ion in the s ou th ern t erra in (p overty of ch ert ,  et c.) .   ⅲ) Th e 

Kuroka wa format ion ma y cor r esp ond t o th e Yok oka wa forma t ion of  

the s ou th ern t erra in (d evelop ment of ch ert ,  et c.) .  

Th e ab ove-men t ion ed corr elat ion of th e s trata of th e thr ee t er ra ins  

is su mmar ized as fol lows :  

 

 

 

 

 

 

 

Geo log iea l age and ge nera l sedime ntar y c haracter is t ics  
 

Amon g th e n in e format ions ab ove -men t ion ed i t is on ly the Yabu - 

hara format ion that yields foss i l with chron ologica l mea nin g.  That is  

to sa y, Waagenophy llu m ind icu m was r ecent ly r ep ort ed from th e l ime - 

ston e conta in ed in th e format ion .  Th is is an imp orta nt cora l foss i l  

wh ich app ea rs for th e f irs t t ime in la t er ha lf of med ia l P ermia n and  

f lour ish es in ear l ier ha lf of la t e Parmian .  Bes id es , fusulin id Yabein a  
katoi , an ind ex foss i l of lower upp er Permian , wa s fou nd also in th e 

south wes t er ly prolon gat ion of th e format ion . Accord in gly , i t is evid en t  

t h a t t h e Y a b u h a ra  f o r m a t i o n  r e p r e s e n t s  t h e l o w e r  p a r t o f u p p e r 

P er m ia n .  Oth e r for ma t ion s , e x c ep t f o r t h e In ek ok i f or ma t i o n o f 

poss ib ly med ia l P ermian , are con clud ed t o b elon g t o u pper P ermian .  

Af t er a l l ,  i t is n ot e w or th y t h a t t h e t ot a l t h i ck n es s  o f t h e u p p e r  

Paleozoics exceeds s ever a l th ousand meters .  

Helmintho id ea , a representat ive of th e “flys ch -typ e” of fossi l t r a i ls ,  

i s a b u n d a n t ly f ou n d a t a  n u mb er  o f p la c es t h r ou g h o u t n ea r ly a l l  

format ions .  Th is fa ct is imp ortant and int er est in g, b ecause it pro ves  

t ogeth er with oth er s ed imen ta r y featur es (gra ywa ck e s ed imen ta t ion ,  

et c.) , th e “flysch -l ik e” natu re of the Pa leozoics und er cons id erat ion .  

In con clu s ion , it is a ls o wor th r emark in g that th e Pa leo zoic s ed iments  

show b oth eu geos yn clina l l i th ology (bas ic sub mar in e volc anis m,  ch er t  

sed imen tat ion , et c .) and “flysch -l ik e” l i th ology.  
 

Post-Paleo zo ic rocks 
 

Dyke rocks 
 

Dyk e r ock s ,  wh ich a r e in t ru d ed a s very s ma l l d yk e s in to t h e 

P a le o z oics ,  a r e d ivid ed in to t wo gr ou p s a cc or d in g t o t h e a g e o f 

int rus ion .  On e is anter ior t o a nd th e oth er is p ost er ior t o th e Ryōk e 

meta morph ism.  Th e former compr is es quart z p or ph yr y and p orph y - 

r it es .  Th e la t t er is d iabas e.  
 

Naga wa granite  
 

Th e Na ga wa gra n it e crop s ou t in s ma l l ma s s es in t h e n or th er n 
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par t of th e mapp ed area , and is intru d ed into th e Pa leozoics .  Th ou gh  

th e exp osures a r e sp orad ica l and l imit ed in extens ion ,  the con ta ct  

e f f e c t  o n  t h e P a le o z o ic i s  o b s e r v e d  i n  a  b e l t  r u n n in g i n  a  N - S 

d ir ect ion at th e wes tern p er iph ery of t h e s h eet -map area .  Th e a g e 

of in trus ion is presu mab ly la t e Creta ceous .  
 

Andes ite s 
 

And es it es occur as s ma ll ma ss in th e cent ra l part and as mass o f 

con s id erab le exten s ion in th e eas t ern part of th e mapp ed area , b oth  

co ver in g un con formab ly t h e Pa leozo ic s ed imen ts .   Th e on e in t h e 

la t t er part is a wester ly prolon ga t ion of th e P liocen e volcan ic forma - 

t ion (＝ Enrei format ion) .  
 

Quater nar y se dime nts 
 

Th e Quatern ary d istr ibut ed in th e n orth east ern pa rt of the sh eet -  

ma p a r ea  c o mp r is es t h e s ed im en t s o f fa n a n d t er r a c e ,   t h e t a lu s  

dep os its an d th e a llu via l d ep os it s .  Th e f ir s t is th e mos t imp orta nt  

and th e mos t extens ive .  Th e s ec ond d e ve lop s on th e s lop e of t h e 

mou nta in lan d wh ich is comp os ed of t he P lioc en e vo lc an ics .   Th e 

volcan ic ash (＝ “Sh inshu loa m”) is int er ca lat ed in th e f irs t and s econ d  

d ep os it s or c o ver s t h e m .   Th e t ot a l t h i ck n es s o f t h e Qu a tern a r y 

exceeds b y far 100 m．  
 

ECONOMIC GEOLOGY 
 

Man gan es e d ep os its are n ot ra r e in th e Pa leozoic ch ert .   Th e or e 

bod y, h owever , is very s ma ll in most cas es .  

Copp er and oth er meta ll ic ores are very rar e and , i f pres ent , to o 

sma ll t o b e min ed .  

Limeston e in th e Yabuhara format ion is quarr ied for l ime p owd er  

and part ly for ch emica l industry a t four p la ces．  

Cla ys lat e with p laty pa rt in g of th e Yok oka wa format ion i s exp loit ed  

for r aw ma ter ia l of inkston e.  

M in era l s p r in gs a r e f ou n d a t tw o p la c es a lon g t h e f a u lt s , a n d 

uti l ized b y nat ive p eop le.  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
図版 Ⅰ  層多層（な川なな）の粘板岩中の植新破片 

厚い粗粒砂岩北挾まれた粘板岩薄層中北みいだされたもの 
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図版 Ⅱ  古生層の細粒泥岩と細粒砂岩の顕微鏡写真 

A もっとも細粒の泥岩，硯石用北採掘しているもの（分析値 7 )．白い細 

点は石英と長石，暗色北は炭質新・緑泥石・イライト北ど 

B 白く角ばったものは石英と長石，白く細長いものが白雲母の砕 粒  
マトリックこは細粒石英・イライト・緑泥石・炭質新北ど 

いわゆる古生層粘板岩は一般北はAとBとの中間の性質を示している 
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